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6
月
1
日
大
学
生
の

就
活
選
考
解
禁
に
つ
い
て

本
年
度
よ
り
、「
選
考
解
禁
」が
昨
年
度

か
ら
2
ヶ
月
前
倒
し
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

『
超
短
期
決
戦
』の
就
職
活
動
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
度
は
5
ヶ
月
間
の
準
備
期
間
が
確
保

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
選
考

解
禁
が
3
ヶ
月
に
圧
縮
さ
れ
て
し
ま
っ
た

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
一
部
の
経
団
連
加
盟
企
業
と
考
え
て
く

だ
さ
い
。

実
際
は
3
月
の
広
報
解
禁
と
同
時
に

選
考
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
に

寄
せ
ら
れ
る
求
人
数
は
4
月
時
点
で
約

7,
0
0
0
件（
昨
年
比
1.5
倍
）、
説
明
会
開

催
社
数
は
4
月
と
比
べ
5
月
は
3
分
の
1

に
減
る
予
測
が
出
て
お
り
、
既
に
企
業
は

選
考
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
学
生
か
ら
も

選
考
に
進
ん
で
い
る
と
の
連
絡
を
受
け
て

い
ま
す
し
、
就
職
支
援
課
に
は
内
々
定
を

獲
得
し
た
と
の
報
告
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
流
れ
は
、
就
活
生
に
と
っ
て
追
い

風
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
注
意
も
必
要
で

す
。
採
用
に
関
し
て
表
面
上
は
積
極
的
で

す
が「
い
い
人
材
し
か
獲
得
し
な
い
」厳

選
採
用
は
い
ま
だ
継
続
中
と
い
う
こ
と
を

し
っ
か
り
と
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
就
職
委
員
会
で

は
就
職
支
援
課
と
共
に
ど
の
よ
う
な
採
用

環
境
、
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
て
も

学
生
1
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、

希
望
者
全
員
が
納
得
の
い
く
就
職
活
動
が

で
き
る
よ
う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
所
存

で
す
の
で
、
今
後
も
温
か
な
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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〈平成28年度〉
父母の会  黎明  役員総会報告



S p r i n g

入学式
卒業式

新入生・在学生の
抱負と目標

暖かい陽の光と風がふりそそぐ春の季節
充実の4年間を手に社会へ

大学での期待を胸にキャンパスへ
それぞれの期待と不安を春は

優しく迎えてくれます
卒業生、新入生の皆さん、
おめでとうございます。

イラスト／平野 瑞恵

2016

PART 1

PART 2
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人間科学部　人間科学専攻　2年
高知県立高知丸の内高等学校出身
吉原ゼミ

丸山  真琴
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【
平
成
27
年
度
】

商学部　会計コース　2年
福島県私立帝京安積高等学校出身
石井ゼミ
アメリカンフットボール部

遠藤  隆之亮

Graduation Ceremony

2016
S p r i n g

卒業式・入学式

PART
1 卒

業
式
新
た
な
世
界
へ
の
旅
立
ち

 

　
3
月
20
日
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
平
成

27
年
度
卒
業
式
が
行
わ
れ
卒
業
生
た
ち
が

新
た
な
世
界
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
式
で

は
笹
金
光
徳
学
長
よ
り
商
学
部
、
経
営
学

部
、
人
間
科
学
部
、
大
学
院
経
営
学
研
究
科

修
士
課
程
、
博
士
後
期
課
程
の
代
表
者
そ

れ
ぞ
れ
に
学
位
記
を
授
与
。
そ
の
後
、
教

員
免
許
状
の
授
与
、
学
友
会
活
動
で
功
績

の
あ
っ
た
学
生
を
読
み
上
げ
、
代
表
の
学

生
に
功
労
賞
、
そ
し
て
最
後
に
論
文
賞
を

授
与
し
ま
し
た
。

　
在
学
生
を
代
表
し
て
加
藤
木 

美
咲
子
さ

ん（
当
時
、
人
間
科
学
部
3
年
・
静
岡
県
立
田

方
農
業
高
校
出
身
）
か
ら
送
辞
。
答
辞
は
戸

田 

慎
之
介
さ
ん（
当
時
、人
間
科
学
部
4
年
・

東
京
都
立
上
水
高
校
出
身
）、「
悩
み
考
え
続

け
る
こ
と
は
、
学
生
生
活
を
充
実
さ
せ
、
光

り
輝
か
せ
ま
す
。」
と
読
み
上
げ
ま
し
た
。
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【
平
成
28
年
度
】

　
平
成
28
年
度
入
学
式
は
学
内
の
桜
が
咲

い
た
4
月
4
日
に
行
わ
れ
、
新
入
生
た
ち

が
緊
張
の
面
持
ち
で
新
し
い
学
生
生
活
を

迎
え
ま
し
た
。
式
で
は
笹
金
光
徳
学
長
か

ら
商
学
部
、
経
営
学
部
、
人
間
科
学
部
、
大

学
院
経
営
学
研
究
科
修
士
課
程
、
博
士
後

期
課
程
の
代
表
者
そ
れ
ぞ
れ
に
入
学
許
可

書
を
授
与
。

　
在
学
生
代
表
と
し
て
山
崎
康
平
さ
ん（
経

営
学
部
4
年
・
東
京
都
立
大
崎
高
校
出
身
）

が
、「
在
学
中
に
何
か
一
つ
や
り
た
い
こ
と

を
見
つ
け
て
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。」
と
歓
迎

の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
新
入
生
代
表
の
加

藤
真
純
ジ
ェ
イ
ド
さ
ん（
商
学
部
1
年
・
東

京
都
立
第
三
商
業
高
校
出
身
）
が
「
心
身
と

も
に
成
長
し
、
人
々
の
役
に
立
て
る
有
為

な
人
間
に
な
り
た
い
。」
と
力
強
く
、
誓
い

の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

経営学部　起業・事業承継コース　2年
東京都私立新渡戸文化高等学校出身
川名ゼミ
バドミントン愛好会

永井  千賀子

Entrance Ceremony

入
学
式
学
び
へ
と
進
む
者
た
ち



大学生としての

抱負！

高千穂大学に入学し
1ヵ月が経った新入生たち

それぞれ目指すものは違いますが
恐れることなく4年間を
駆け抜けてください

高校では勉強を疎かにしていま
した。大学では新しくスタート
するにあたって自分に厳しく、
4年間しっかり勉強し、自信を
つけたいです！

アルバイトで中国人のお客様に
中国語で接客できず悔しい思い
をしました。中国語の履修と短
期留学にも挑戦し、言語や文化
なども勉強したいです！

私は中学校の頃からあまり積極
的なタイプではなく、いつも他
人任せでした。社会にでるまで
には、積極性な行動が自らとれ
るようになりたいです。

カフェが好きで、将来個人経営
のカフェをオープンさせたいで
す。たくさんのお客様を笑顔に
できる場所にし、常連さんを獲
得したいです。

どんなことにも挑戦し、プラス
思考で日々邁進したいと思いま
す。そして、どうしても倒した
いチームがあるので、4年の間
に必ず勝ちます。

2016
S p r i n g

新入生の抱負

経営学部　経営学科　1年
東京都私立昭和第一学園高等学校出身
立石ゼミ

藤田 健斗

商学部　商学科　1年
東京都私立目黒学院高等学校出身
柴田ゼミ、アメリカンフットボール部

荒井 拓翔

商学部　商学科　1年
東京都立東村山西高等学校出身
菊池ゼミ

堀越 美佑

商学部　商学科　1年 
東京都私立安田学園高等学校出身
菊池ゼミ

木村 圭汰

経営学部　起業・事業承継コース　1年
東京都立深沢高等学校出身
川名ゼミ

野上  直

新入生

新入生

新入生

新入生

新入生

PART
2

新入生
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新学年での

目標！

新しい春を迎え新学年となる在学生
立場や心境の変化、

新たな学び、新しい出会いなど
目指す場所が

より具体化されていきます

学生の皆さんの要望に応える、
「高千穂大学に入学して本当に良
かった！」と思っていただける
ような学友会活動をします！

今年は私にとって勝負の年です。
5月に教育実習、7月には教員採
用試験があります。大輪の花を
咲かせることができるように頑
張ります！

新入部員を10名以上獲得し、他
大学との合同ライブの開催や楽
器演奏者を増やし演奏ジャンル
を多彩にすることで活動の幅を
広げていきます。

6月の日商簿記1級と来年の税理
士試験の簿記論と財務諸表論の
ための勉強を頑張ります。日商
簿記1級は高校の時からの目標
なので今年達成したいです。

マネージャーの仕事は裏方です
が、試合の勝敗を左右します。
それだけに責任が大きく、忙し
いですが、やり遂げてみんなの
記憶に残るようになりたいです。

2016
S p r i n g

在学生の目標

人間科学部　児童教育専攻　4年
奈良県私立飛鳥未来高等学校出身
松丸修三ゼミ

三ヶ田   萌

商学部　マーケティングコース　3年
東京都私立日本学園高等学校出身
渡辺ゼミ、学友会本部、体育会本部、
硬式野球部

鎌田   歩

商学部　会計コース　2年
西山ゼミ
バスケットボール部
山梨県立甲府城西高等学校出身

加賀美   崚

商学部　マーケティングコース　3年
東京都立練馬高等学校出身
桃崎ゼミ、フォークソング研究会

飛田 琴美

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立光丘高等学校出身
迫ゼミ、学友会本部、体育会本部、
排球部

西島 千草

在学生

在学生

在学生在学生

在学生

PART
2

在学生
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Professor Profi les
NEW

　専門は財務会計（とりわけ保険会計、負債の会計）で、簿

記、会計学総論及びゼミを担当させていただきます。学生

の皆さんが充実した大学生活を送ることができるようにサ

ポートしていきたいと思います。簿記・会計は、皆さんが今

後社会で活躍するために必要となる知識の一つといえます。

分かりやすい説明を心掛けたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。皆さん、一緒に勉強を頑張りま

しょう。

　担当科目は、税務会計論と税理士・税法です。私は、この

三月まで国税庁で仕事をしていましたので、今まで培って

きた様々な経験を生かし、理論と実務の懸け橋となり、学

生の皆さんに少しでもお役に立てればと思います。将来、

税理士資格を取得したい、税務職員になりたい、或いは、企

業の経理関係業務への従事や起業を目指すにしても、税

(所得税や法人税など)を知る事は不可欠となります。さあ

皆さん一緒に様々な分野での税のプロを目指しませんか。

　　　　　　　　

簿記・会計の科目を
担当いたします

高千穂大生の皆さん、
税のプロを目指しませんか

商学部
助教

川﨑 芙有
商学部
教授

伊藤 義之

みなさんの学びや好奇心を刺激する今年の新任教員をご紹介します。

【 はじめまして、高千穂大生の皆さん 】

新任教員ご挨拶
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NEW Professor Profiles

　私はこれまで、言語学・臨床心理学・実験心理学・脳科

学・計算科学と様々な学問を学び、それらが今の専門性に

活かされています。皆さんも、大学では様々な学問を学

び、将来の糧としてもらえれば幸いです。特に私の授業で

は、「心理学・脳科学が明らかにした記憶術」といったキー

ワードを中心に、心理学・脳科学理論の実践的意義・限界

を考えてもらえるような情報を発信していきたいと思っ

ています。

　新年度より簿記および1年生のゼミ担当の蒔田です。3月

までは、他大学で会計関連の科目を主に担当してきました。

簿記Ⅰ、ⅡもゼミⅠも、これから大学で学んでいくうえで

土台となる重要な科目です。一つひとつのたしかな理解を

大切にした、丁寧な授業を心掛けていきたいと思っていま

す。また、私自身も、学生の皆さんと共に成長していくこと

ができるように頑張りたいと思っています。よろしくお願

いします。

　教室での座学による理論習得だけでなく、実際の企

業の現場に足を運んで、経営者の生の話に触れたり、現

場実習を通じて、実学としての企業経営の要点を学ん

でいけるように進めていきたいと思います。ですので、

学生諸君は、受け身になるのではなく、自主的・積極的

に行動し、将来、企業の経営者、経営幹部として活躍す

るための基礎をしっかりと身に着けて頂きたいと思い

ます。

　商学部の助教となりました永井です。マーケティング論、

マーケティング情報論、ゼミを担当します。「刺激を受け

る」ことは、良い意味で傷つくことです。これまでの自分の

価値観とは異なる人、情報、環境に向き合うことは傷を伴い

ますが、何よりの成長の機会となります。是非、知的好奇心

のアンテナを張って、刺激を恐れずに、自分を変化させてい

くことを楽しんでください。私自身も「刺激」を提供できる

教育を心掛けます。

一緒に
成長しましょう

興味関心を固定せずに
柔軟な学習を

知的好奇心を
育む4年間に

理論と
実践の融合

人間科学部
准教授

上野 泰治

商学部
助教

蒔田 真也

経営学部
教授

加藤 秀樹

商学部
助教

永井 竜之介
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売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
経
営
戦
略

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
専
門

に
研
究
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
は
、
テ
キ
ス

ト
に
よ
る
理
論
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
直
接
関
連
し
た
実
学
も
研
究
し
、

理
論
と
実
務
の
両
輪
を
回
し
て
い
く
こ
と

を
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
街

に
出
て
店
舗
視
察
を
行
っ
た
り
、
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
お
菓
子
メ
ー

カ
ー
と
連
携
し
て
お
菓
子
の
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
商
品
の
研
究
を
行
っ
た
り
、
近
隣
の

商
店
街
と
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

実
施
し
ま
し
た
。

ゼ
ミ
生
は
数
名
ご
と
で
班
を
編
成
し

研
究
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
ナ
イ
キ
、

ア
ッ
プ
ル
、
サ
マ
ン
サ
タ
バ
サ
、
ニ
ト
リ
な

ど
の
企
業
研
究
や
、
映
画
会
社 

東
映
の
強

み
の
分
析
、
少
年
ジ
ャ
ン
プ
の
魅
力
を
探
る
、

こ
れ
か
ら
の
人
工
知
能
つ
い
て
な
ど
を
研

究
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
新
星
竹
内
ゼ
ミ
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
今
年
は
6
つ
の
班
に
分
か
れ
、
こ

れ
か
ら
班
ご
と
で
興
味
を
も
っ
た
テ
ー
マ
を

選
定
し
、
毎
週
の
ゼ
ミ
で
研
究
プ
ロ
セ
ス
を

プ
レ
ゼ
ン
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
集
大
成
は

11
月
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
ゼ
ミ
発
表
会
」で

報
告
さ
れ
ま
す
。
今
年
も
ゼ
ミ
生
た
ち
と
一

緒
に
じ
っ
く
り
興
味
を
持
っ
て
研
究
し
て
い

く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゼ
ミ
で
は
勉
強
以
外
に
も
毎
年
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
新
ゼ
ミ
生
歓
迎
コ
ン
パ
に
は
じ

ま
り
、
種
々
の
〝
打
ち
上
げ
〞と
称
す
る
コ

ン
パ
や
追
い
コ
ン
、
年
に
2
回
の
球
技
大
会

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、

夏
の
ゼ
ミ
合
宿
（
例
年
2
泊
3
日
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
那
須
高
原
に
行
き
、
帰

路
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
に
寄
っ
て
き
ま

し
た
。）な
ど
行
い
ま
し
た
。

ゼ
ミ
活
動
の
報
告
は
ブ
ロ
グ
（http://

keiji3.jugem
.jp/

）で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

A student’s voice 

竹内慶司ゼミ

小

経営学部
教授

竹内 慶司

先生とゼミ生の仲が良く雰囲気はとても和やかですが、
みな高い意識を持っています。

こ
ん
に
ち
は
！ 

竹
内
慶
司
で
す
。

TAKACHIHO 
SEMINAR

Close up!

■担当科目

■略歴

販売管理論、サービスマーケティング論、
ゼミⅠ、専門ゼミ

成城大学経済学部卒業
明治大学大学院経営学研究科博士前期過程修了
中小企業診断士

昨年、私は「人工知能とビジネスの変化」
の研究・発表をしました。その後、人工
知能の進歩は著しく、想像を超えるもの
になってきました。そこで「人工知能の
進歩と、それに呼応して変わりゆく世の
中」を卒業論文のテーマに選び、現在就
職活動と研究を進めています。

経営学部　企業経営コース　4年
東京都立第四商業高等学校出身

一ノ倉 彩人
竹内ゼミはゼミナール発表会に向け
て一丸となって研究に取組んでいます。
ゼミ以外では、販売士検定2級を目指
して勉強したり、合宿、球技大会、そ
して飲み会も行っています。人数が多
いですが、コミュニケーションがとり
やすく、ゼミ活動が円滑に進みます。

経営学部　企業経営コース　3年
東京都立府中工業高等学校出身
バドミントン愛好会

髙橋 佑輔
公開ゼミを見学し、先生とゼミ生との
距離が近く、とても良い雰囲気を感じ
ました。卒業論文や就職活動につい
て語る先輩方は生き生きとし、充実感
もうかがえ、私もやる気がわいてきま
した。自分自身を成長させていこうと
思い竹内ゼミを選びました。

経営学部　企業経営コース　2年
群馬県立富岡東高等学校出身

神戸 彩夏
先生はゼミでも講義でも笑顔の絶えな
い優しい先生です。学生の面倒見もよ
く、相談にのってくれます。マーケティ
ングの知識も豊富でとても尊敬してい
ます。また、デジカメを常に持ち歩いて
いて、私たちの写真をブログで共有して
いるので思い出がたくさん残ります。

経営学部　企業経営コース　4年
東京都立鷺宮高等学校出身

金子 美優

ゼ
ミ
ナ
ー
ル  

紹
介
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ン
プ
レ
ッ
ク
ス
や
悲
傷
は
、
誰
も
が

抱
き
が
ち
な
感
情
で
あ
る
。
こ
れ
ら

に
は
「
笑
い
」が
良
く
効
く
。

な
ぜ
な
ら
そ
も
そ
も
ヒ
ト
は
、
楽
し
い
か

ら
「
笑
う
」と
い
う
よ
り
、
辛
い
・
苦
し
い
時

の
救
済
と
し
て
「
笑
い
」を
見
い
出
し
た
、
の

だ
か
ら
？
限
り
な
く
確
信
に
近
く
、
そ
う
推

考
し
な
が
ら
、
私
た
ち
は
「
笑
い
」の
研
究
を

し
て
い
る
。

今
年
度
の
活
動
と
し
て
は
、
春
学
期
に
学

外
の
、
よ
し
も
と
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
か
ら
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
す
る
。

そ
の
際
、ご
参
席
頂
く
他
ゼ
ミ
の
皆
さ
ん
に
、

で
き
る
だ
け
楽
し
ん
で
頂
け
る
合
同
ゼ
ミ
講

座
に
な
る
よ
う
現
在
、
面
白
い
企
み
を
計
画

中
で
あ
る
。

秋
学
期
の
目
玉
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ゼ

ミ
発
表
会
で
あ
ろ
う
。
毎
年
100
を
超
え
る

チ
ー
ム
が
出
場
す
る
こ
の
機
会
は
「
ゼ
ミ
の

高
千
穂
」と
呼
ば
れ
る
所
以
と
も
な
っ
て
い
る
。

私
た
ち
は
「
M
C
の
ユ
ー
モ
ア
」と
「
ト

ロ
ン
プ
・
ル
イ
ユ
に
秘
め
ら
れ
た
笑
い
」の
2

チ
ー
ム
で
参
戦
す
る
予
定
。「
よ
く
あ
ん
な

○
×
△
□
!?･･･

が
で
き
る
な
ぁ
」と
参
観
者

に
、呆
れ
ら
れ
な
が
ら
笑
わ
れ
た
い
。

そ
う
し
て
く
れ
た
方
々
の
中
に
「
落
ち
込

ん
で
い
た
け
ど
、
笑
っ
た
拍
子
に
楽
に
な
れ

た
」な
ど
と
、
感
じ
て
く
れ
る
方
が
ひ
と
り

で
も
い
る
な
ら
、
本
望
達
成
で
あ
る
。
同
時

に
、
こ
の
発
表
会
を
通
じ
て
、
誰
か
の
た
め

に
笑
い
者
に
な
れ
る
勇
気
を
発
揮
で
き
る
な

ら
、私
た
ち
は
今
よ
り
、少
し
強
い
、大
き
い

器
に
な
れ
る
気
が
す
る
。

大
学
を
卒
業
し
て
出
て
い
く
社
会
で
、
自

信
を
喪
失
し
た
り
、
他
者
に
優
し
く
で
き
な

い
ほ
ど
追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
時
「
笑

い
が
効
く
」を
、
思
い
出
し
た
い
。
大
怪
我

を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
病
気
に
な
る
な
ど
、

ベ
ッ
ド
に
ダ
ウ
ン
し
た
時
も
、
私
た
ち
の
考

え
方
次
第
で
、笑
う
ぐ
ら
い
は
で
き
る
。

逆
境
で
こ
そ
、
小
さ
な
可
笑
し
さ
を
大
切

に
し
て
「
面
白
が
る
」能
力
を
発
揮
で
き
れ

ば
、
き
っ
と
乗
り
越
え
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
？
未
知
数
の
可
能
性
を
感
受
し
な
が
ら
、

私
た
ち
は
「
笑
い
」の
研
究
を
し
て
い
る
。

A student’s voice 

小向ゼミ

コ

人間科学部
教授

小向 敦子

「笑い」「ユーモア」を、真剣に研究する小向ゼミ。

人
間
性
と
人
間
力
の
極
意
と
し
て
の

ユ
ー
モ
ア
セ
ン
ス
と
笑
い
の
探
究

ゼミナール紹介Close up!

■担当科目

■略歴

介護等体験、外書講読、ジェロントロジー、
ゼミⅠ、専門ゼミ

イリノイ大学シカゴ校卒業
同大学大学院教育学研究科博士課程修了

「笑い学」ということで、ユーモアを取
りいれた勉強をしているので、研究自
体が楽しいです。昨年は“言い間違い”
や“聞き間違い”など、間違いを恥じる
のではなく、笑いに変えられることを
学びました。それからは間違っても恥
と感じなくなりました。

人間科学部　人間科学専攻　3年
埼玉県私立細田学園高等学校出身
高千穂祭実行委員会

塚田 真緒
私が小向ゼミを選んだ一番の理由は
「居心地の良い環境」だと思ったから
です。優しく尊敬できる先輩方がい
て、メリハリを持って活動し、自分自
身が成長できる環境、それが私が必
要だと思ったことであり、小向ゼミ
に決めたきっかけです。

人間科学部　人間科学専攻　2年
神奈川県私立藤沢翔陵高等学校出身

近藤 宥人
現在、小向ゼミでは「MCのユーモア」
について勉強をしています。MCとは
イベントの進行など、盛り上げて引き
立て役になります。今年は「MCのユー
モア」を徹底的に掘り下げて、研究を
していきます！

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都私立正則高等学校出身
アメリカンフットボール部

吉村 佳奈
私たちのゼミの先生は小向敦子先生
です。小向先生はとても個性的（笑）
で、優しく癒し系で、みんなの人気者
です。私たちのために、さまざまな
工夫を凝らした講義、イベントの企
画をしてくれます。

人間科学部　人間科学専攻　3年
東京都立武蔵野北高等学校出身

雪下 桜里
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共
同
研
究
20
周
年
発
表
会

アジア研究
 交流センター

Asia Research
Communication Center

本
学
と
中
国
中
央
財
経
大
学
の
20
年
の
交
流
は
、先
方
の
日
本
に
学
ぼ
う
と
す
る

旺
盛
な
研
究
心
と
本
学
の
国
際
性
が
融
合
し
た
歴
史
で
あ
る
。
今
年
の
記
念
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
是
非
と
も
有
意
義
な
も
の
に
し
た
い
。

本
学
と
中
国
中
央
財
経
大
学
と
の
交

流
は
1
9
9
7
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、今

年
で
20
年
を
数
え
る
。
藤
井
理
事
長
、
新

津
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
国

際
的
な
先
見
性
と
長
年
の
篤
実
な
交
流

姿
勢
に
ま
ず
も
っ
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

こ
の
間
の
中
国
経
済
の
足
取
り
を
み

る
と
、
1
9
8
0
年
以
来
、
年
平
均
10
％

近
い
高
度
成
長
を
持
続
し
、2
0
1
0
年

に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
抜
き
世
界
第
2

位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
。
こ
の
奇
跡

を
可
能
に
し
た
も
の
は
、「
安
い
人
件
費
」、

「
豊
富
な
労
働
力
」、「
人
民
元
レ
ー
ト
の

低
目
設
定
」と
さ
れ
、
こ
の
3
条
件
の
下

で
、市
場
を
開
放
し
て
外
国
企
業
を
誘
致

し
、輸
出
に
よ
っ
て
外
貨
を
稼
い
で
イ
ン

フ
ラ
設
備
な
ど
に
投
資
す
る
と
い
う
成

長
モ
デ
ル
を
推
進
し
た
。
足
許
で
は
経

済
の
成
熟
か
ら
減
速
が
は
じ
ま
り
、中
国

政
府
も
こ
れ
を
「
新
常
態
（
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
）」と
称
し
て
い
る
。

20
年
間
の
中
国
中
央
財
経
大
学
の
日

本
の
経
験
に
学
ぶ
姿
勢
は
極
め
て
旺

盛
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
学
も
交
流
を

通
し
て
大
い
に
触
発
さ
れ
た
。
最
初
の

テ
ー
マ
は
会
計
分
野
の
「
日
中
の
企
業

会
計
及
び
課
税
制
度
の
比
較
研
究
」と

い
っ
た
基
盤
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

2
0
0
4
年
度
か
ら
は
経
営
学
分
野
に

テ
ー
マ
を
移
し
3
年
周
期
で
テ
ー
マ
を

選
択
。「
組
織
成
長
要
因
に
関
す
る
日
中

企
業
比
較
研
究
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に

お
け
る
経
営
戦
略
と
経
営
課
題
」、「
日
中

の
中
小
企
業
に
関
す
る
研
究
」へ
と
歩
を

進
め
て
き
た
。

2
0
1
3
年
度
か
ら
は
中
国
企
業
の

成
熟
を
加
味
し
た
「
日
中
の
創
業
者
企
業

に
関
す
る
研
究
」を
テ
ー
マ
に
共
同
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
年
内
に
両
国
で
同
テ
ー

マ
に
よ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
記
念
出
版
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

意
義
深
い
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。

李副校長と藤井理事長の交流は長く深く、来日の際には、カラオケでエール
を交換しあう間柄です。お二人とも声量はとても豊かです。

ア
ジ
ア
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　

高
千
穂
大
学

　
商
学
部
教
授

　
　

高
田 

大
安

中
国
の
日
本
に
学
ぶ
姿
勢
と

本
学
の
国
際
性
が
融
合

アジア研究
交流センターについて

1997年創設。アジア諸国に
おける社会科学、自然科学等
の各分野に関する、学術研究
交流を通じて、アジア諸国と
の交流を促進し、本学におけ
る研究、教育向上とアジア諸
国の発展に寄与することを
目的としている。



California

留学報告

【  OVERSEAS TRAINING REPORT 】

Humboldt State 
University

Humboldt  State  Univers i ty  San Francisco

ハンボルト大学 ★

2015年秋学期を利用した中期留学と
2016年2月から1ヵ月間の短期留学に
参加した、11名の学生に登場頂き、
留学の魅力を語って頂きました。
将来留学を考えている方は、
ぜひ参考にしてみてください。

カリフォルニア州の北部にある州立ハンボ
ルト大学。サンフランシスコから飛行機で
約1時間の場所にあります。

商学部　金融コース　4年
北海道私立函館大学付属有斗高等学校出身
楠美ゼミ

佐藤  海

アメリカという異文化の中で努力
してきたためか、知らず知らずの
うちに、自分のコミュニケーショ
ン能力が向上していたことを、帰
国して初めて実感することができ
ました。

思わぬところで能力向上

商学部　マーケティングコース　3年
東京都立稔ヶ丘高等学校出身
庄司ゼミ、スキー部

中野 智朗

「もっと伝えたいことがあったの
にうまく話せなかった」という心
残りがあるため、今後もホスト
ファミリーや現地の友人とメール
をしたり、TOEICの勉強を継続し
ていくつもりです。

今後もTOEICの勉強を

経営学部　企業経営コース　2年
三重県私立ウィッツ青山学園高等学校出身
竹内慶司ゼミ

中田 雄亮

この留学の成果は、沢山の友人を
作れたこと、英語力が向上したこ
と、積極性が身についたことです。
知り合った現地学生や他国からの
留学生とは、今でもメールのやり
取りをしています。

成果：友人・英語力・積極性

経営学部　企業経営コース　4年
神奈川県立城山高等学校出身
降籏ゼミ、フットサル愛好会

貞方  慧

英語力に自信がない等の理由から、
色々悩んだこともありました。た
だ、リーダーとして責任感を感じ
ながら行動しているうちに、自分
に課せられた仕事をしっかりやれ
た留学となりました。

リーダーとしての自覚を

人間科学部　人間科学専攻　3年
神奈川県私立武相高等学校出身
鈴木隆弘ゼミ、和弓部

小泉 祐太

参加型の授業に戸惑いました
が、発言回数を増やし、面白いと
感じるようになりました。会話に
ジェスチャーを交えてみたところ、
もっと通じるようになり会話が楽
しくなりました。

参加型授業で会話が上達

人間科学部　児童教育専攻　2年
東京都私立保善高等学校出身
大関ゼミ

中込   樹

ホストファミリーは話すスピード
が速く、聞き取れないことが多
かったです。しかし、分からない
時はスマートフォンの翻訳を使っ
て見せてくれるので、不安なく生
活できました。

言葉がわからなくても…

経営学部　企業経営コース　3年
東京都立高島高等学校出身
黒川ゼミ

浦添  哲

4ヵ月間アメリカで過ごした1日
1日が素晴らしく有意義だったた
め、帰国して逆カルチャーショッ
クを受けました。英語の勉強を
継続してまたハンボルトに行き
たいと思っています。

帰国して逆カルチャーショック

経営学部　企業経営コース　3年
東京都立紅葉川高等学校出身
竹内慶司ゼミ

広瀬 世奈

短い3週間で一瞬も無駄にしない
ように毎日自分から話しかけ、沢
山の経験、知識、思い出、そして
何より貴重な友達を作れました。
この留学で「学ぶことが楽しい！」
と実感しました。

学ぶことが楽しい！

経営学部　企業経営コース　2年
東京都私立豊島学院高等学校出身
竹内慶司ゼミ、フットサル愛好会

加藤 悠祏

“Don’t be shy”を目標に、積極的
に行動すると徐々に現地の友達
とも話が出来るようになりました。
今後は「英語で自然な会話が出来
るようになる」ことを目標に、勉
強などをしていきたいです。

Don’t be shy!

商学部　マーケティングコース　4年
新潟県私立新潟清心女子高等学校出身
嘉瀬ゼミ、アメリカンフットボール部

大西 早紀

「こういうことが言いたい！」とい
う気持ちで会話をすると通じるこ
とがあったので、めげずに話して
いたら、いつの間にか英語で話す
ことへの抵抗感や消極的な気持ち
が消えていました。

消えた英語への抵抗感

商学部　商学科　2年
東京都私立白梅学園高等学校出身
永井ゼミ

井上 夏子

ハンボルト大学は高千穂大学の
数倍も広く、坂や階段が多くて教
室移動だけでも疲れるほどでした。
広場では誰かがDJをしていたり、
歌を歌っていたりと、新鮮なキャ
ンパスライフでした。

新鮮なアメリカのキャンパス
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高
千
穂
大
生
の

 

と
あ
る
1
日

入
学
し
て
2
ヶ
月
が
経
ち
、
新
入
生
も
よ

う
や
く
大
学
生
活
に
慣
れ
始
め
た
こ
ろ
。

自
分
の
1
日
と
先
輩
の
1
日
を
比
較
し

て
み
ま
し
ょ
う
！

0102
CASECASE P r o f i l e  

小学校教諭を目指す栗林さん。
今年はいよいよ教育実習や採
用試験が控えています。夢に
向かって頑張ってください！

P r o f i l e  
さまざまなことにチャレンジ
を続け、大学生活を楽しんで
いる浦田さん。そんな生活の
一部を本日紹介します！

人間科学部　児童教育専攻　4年
長野県立野沢南高等学校出身
松丸修三ゼミ、フォークソング研究会

栗林 はるか

経営学部　企業経営コース　3年
埼玉県立浦和商業高等学校出身
小林ゼミ、簿記会計研究会、高千穂祭実行委員会

浦田 照明

い
い
教
師
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
！

勉
強
も
大
学
生
活
も

楽
し
み
ま
す

栗
林 

は
る
か
さ
ん
の
と
あ
る
1
日

浦
田 
照
明
さ
ん
の
と
あ
る
1
日

S T A R TS T A R T

AM 10:30

実習まで残りあとわずかなの
で学生達の間では緊張感が高
まっています。

教育実習の準備が忙しい

AM 10:00

荒川沿いを通って通学してい
ます。これからの時期、最高
に気持ちがいいです。

バイク通学

PM 2:00

教員採用試験はどこも難関。
無事突破できるように頑張りま
す！

採用試験に向けて猛勉強

PM 1:00

昨年は成績優秀者として表彰
を受けました。今年も満足の
いく成績を残せるように頑張
ります。

勉強もしっかり頑張ります！

PM 0:10

いつも一緒にお弁当を食べて
います。バランスや彩りよく
作っています！

友達とお弁当持参で昼食

AM 11:30

いつも学食でランチをとりま
す。楽しい話をしながら笑い
が絶えません。

ゼミの友達とランチタイム

PM 7:00

日々作るうちに美味しい料理
が自分で作れるようになりまし
た。

自炊も4年目

PM 4:30

今年の10月で高千穂祭実行委
員は引退。悔いが残らないよ
うに頑張ります！

高千穂祭は今年が最後

フォークソング研究会に所属し、バンド
ではボーカルを務めています。いまは
お休みしていますが、実習や試験がひ
と段落したらまた再開します！

オープンキャンパスの手伝いをしてい
ます。教職員の皆さんや他の学生達と
一緒に高校生をお迎えするのはとても
楽しく充実しています。

Holiday
Holiday

栗林さんの
休日の過ごし方

浦田さんの
休日の過ごし方
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学生

こ
の
た
び
ト
ビ
タ
テ
留
学
J
A
P
A
N
へ
の

採
用
が
決
ま
り
、
8
月
か
ら
欧
州
各
国
を
巡

り
な
が
ら
、
日
本
の
社
会
問
題
に
対
す
る
意

識
向
上
を
実
現
す
る
ヒ
ン
ト
を
模
索
し
ま
す
。

最
初
の
半
年
間
は
オ
ラ
ン
ダ
に
滞
在
し
、

サ
ク
シ
オ
ン
大
学
で
持
続
可
能
な
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
を
学
習
し
ま
す
。
残
り
の
半
年
間
は
イ

ギ
リ
ス
に
滞
在
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行

い
、
最
後
に
フ
ラ
ン
ス
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
市

場
調
査
と
社
会
意
識
調
査
を
し
ま
す
。

私
の
研
究
の
ル
ー
ツ
は
途
上
国
の
貧
困
問

題
に
あ
り
、
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
寄
付
で

は
不
可
能
な
真
の
意
味
で
の
貧
困
解
決
を
目

指
し
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。
そ
こ
か
ら
専

攻
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
解
決
を
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
、
ビ
ジ
ネ
ス

は
雇
用
を
生
み
出
す
た
め
、
失
業
者
の
削
減

に
貢
献
で
き
ま
す
。
ま
た
現
地
の
方
が
寄
付

に
頼
る
こ
と
な
く
、
利
益
や
成
功
を
得
ら
れ

る
仕
組
み
で
あ
る
の
で
、
人
々
に
希
望
を
与

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
現
状
は
日
本
人
の
社
会
問
題
へ

の
意
識
が
低
く
、様
々
な
障
害
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
を

普
及
さ
せ
る
こ
と
で
社
会
貢
献
の
敷
居
を
さ

げ
、
買
い
物
を
通
じ
て
社
会
意
識
が
向
上
す

る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
欧
州
へ
の
留
学

を
決
意
し
ま
し
た
。

将
来
は
今
あ
る
ア
イ
デ
ア
で
起
業
に
挑
戦

し
、
次
に
企
業
の
C
S
R
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
し
て
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

を
推
進
し
た
い
で
す
。

iK r a r
i

選出が決まった際、笹金学長にも報告。「留学先からフェアト
レード商品を提供するので、高千穂大学でも置いてほしい」
などの話し合いが行われました。

桑原さんは学内で留学制度のプロモーショ
ンへも積極的に参加し、在学生などに対し
て自分の実体験をベースに留学の重要性を
伝えています。

　高千穂大学で光り輝く

桑原君は大学の指針でもあり、日本社会も求めて
いるグローバルな視野を持つ国際人として成長し
ました。オレゴン大学の中期留学、東南アジアへ
の2度の語学留学を経て、欧州への1年間の研究留
学を獲得したのは求道の賜物です。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た

商学部
教授

佐藤  孝一

常に海外を
意識してほしい

担当教員からの

メ ッ セ ー ジ

商学部　マーケティングコース　4年
埼玉県立八潮南高等学校出身
佐藤ゼミ

桑原  豊

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」と
は
、2
0
1
4
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
政
府
と
民
間
協
働
の
海
外
留
学
支
援
制
度
で
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
約
1
万
人
の
高
校
生
、大
学
生
を
派
遣
留
学
生
と
し
て
送
り
出
す
も
の
で
す
。

書
類
や
面
接
審
査
が
課
さ
れ
、選
出
さ
れ
る
の
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
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高千穂
学生の就職活動を応援します！

就 職  活 動
情報局

I N F O R M A T I O N

売り手市場はごく一部。厳選採用は変わらない
昨年度の就職活動の状況を大きなポイントに分けて説明。

また、今年度の就職指導方針・6-7月の就職支援行事をご紹介します。

　  162016/5  Vol.57

野村證券、みずほ証券、東京都民銀行、西武信用金庫、東京シティ信用

金庫、東京商工リサーチ、伊勢半、IMSグループ、クラレ・トレーディン

グ、三菱電機冷熱機器販売、JA湘南、味の素コミュニケーションズ、ミニ

ストップ、日本郵便、山櫻、ライオン事務機、ANAエアサポートサービス、

レナウン、伊藤忠オリコ保険サービス、各教育委員会　など

97.6％
97.2％　
98.9％
98.7％　
97.5％　
95.5％【内定率！平成26年度 97.2％⇒平成27年度 97.6％】

●高い水準を維持できるのは、学生本人の頑張りと『諦めない就職支援』
●学部に縛られず、広い視野で就職活動をした成果
●学内での企業説明会からの内定者も多く輩出

【就職活動時期の変更】
●8月選考開始は一部の大手企業だけ
●ほとんどの企業は広報解禁の3月から順次選考開始

【就職活動準備の差】
●就職活動への準備で決定時期に大きな差
●3年次の就職支援行事への出席状況でも差

【採用状況】
●売り手市場は大量人員を必要とする企業だけ
●厳選採用は変わらず採用のハードル変更はない

【個々の学生の適性に応じた職業選択の指導】
【志望企業採用選考に合格するための就職相談および指導】
【社会人としての心構えに関する指導】

学内合同企業説明会　6月21日（火）、7月19日（火） 13：00～1302教室
※個別企業説明会も順次開催

就職先例 平成27年度内定率
  （28.5.1現在）

全体

男子

女子

商学部

経営学部

人間科学部

キーワードで見る本学の
『平成27年度就職活動総括』

本学の就職指導方針

就職支援行事【4年生向け】
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た
く
さ
ん
の
財
産
を
得
ら
れ
る
大
学
生
活

必
ず
夢
は
叶
い
ま
す
！
最
後
ま
で
諦
め
な
い
で

学
生
時
代
に
は
経
営
学
部
に
在
籍
し
、
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
部

活
漬
け
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
毎
日
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
大
学
に

行
っ
て
講
義
を
受
け
、
部
活
動
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
た
当

初
は
短
期
留
学
に
参
加
し
た
り
、
い
ろ
ん
な

所
へ
旅
行
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
熱
心
に
勧
誘
し
て
い
た
だ
い
た
ご

縁
で
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
入

部
し
ま
し
た
。
最
初
の
予
定
と
は
違
い
ま
し

た
が
、
終
わ
っ
て
み
れ
ば
濃
密
な
時
間
を
過

ご
せ
、
思
い
出
も
沢
山
で
き
ま
し
た
。
一
番

良
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
時
の
仲
間
と
は
今

も
会
っ
て
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
こ
と
で

す
。現

在
、
私
は
東
京
で
接
骨
院
を
開
業
し
て

い
ま
す
。
大
学
卒
業
後
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
経
験
を
活
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
国
家
資
格

で
あ
る
柔
道
整
復
師
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
接
骨
院
に
勤
務
し
、
平
成
28
年
に
独

立
開
業
を
果
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
興

味
が
あ
り
、
高
千
穂
大
学
の
商
学
部
に
入
り

ま
し
た
。

2
年
生
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
専
門
科

目
を
中
心
に
勉
強
を
し
ま
し
た
。
ゼ
ミ
は
新

津
先
生
の
ゼ
ミ
に
入
り
、
よ
り
専
門
的
な
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
た
く
さ
ん
の
日
本
人
の
友
達
が
欲
し
く

て
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
同
好
会
に
も
入
り

ま
し
た
。
仲
間
と
共
に
過
ご
し
た
時
間
は
と

て
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

2
0
1
3
年
に
大
学
を
卒
業
し
、
現
在
は

中
古
車
買
い
取
り
の
最
大
手
と
し
て
有
名
な

株
式
会
社
ガ
リ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

に
就
職
し
ま
し
た
。
最
初
は
愛
知
県
の
店
舗

に
配
属
と
な
り
、
2
年
目
か
ら
何
度
か
営
業

成
績
全
社
1
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
社
内
で
海
外
事
業
部
の
公

開
募
集
が
あ
り
、
約
5
0
0
名
が
応
募
。
合

格
者
は
た
っ
た
の
3
名
で
し
た
。
1
人
目
は

5
年
間
の
店
長
経
験
の
あ
る
大
先
輩
。
2

人
目
は
営
業
成
績
が
常
に
全
社 

1
位
の
1

歳
年
上
の
先
輩
。
そ
し
て
3
人
目
が
私
で
す
。

接
骨
院
で
は
姿
勢
改
善
、
怪
我
の
治
療
、

リ
ハ
ビ
リ
や
歩
行
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
運
動
指
導
な
ど
、
身
体
の
何
で

も
屋
と
し
て
、
患
者
さ
ん
の
生
活
向
上
を
お

手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
4
年
間
は
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い

う
間
で
す
。
仕
事
が
始
ま
る
と
こ
れ
ほ
ど
長

く
自
分
の
時
間
を
使
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
無

い
と
思
い
ま
す
。
大
学
生
活
を
大
事
に
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
の
で
も
良
い
で
す

し
、
一
つ
の
こ
と
に
熱
中
し
て
突
き
詰
め
る

の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
友
人
を
大

事
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
っ
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
が
一
番
の
財
産
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

海
外
勤
務
が
決
定
し
て
か
ら
は
、
東
京
本
社

で
70
店
舗
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
て
い

ま
し
た
。

入
社
し
て
3
年
目
と
な
る
2
0
1
5
年

か
ら
、
念
願
の
海
外
事
業
部
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
）へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
現
地
に

て
中
国
人
の
お
客
様
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、

セ
ー
ル
ス
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
毎
日
忙
し
い
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
週
末
は
散
歩
、
エ
ス

テ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

在
学
生
の
皆
さ
ん
！
人
生
一
度
し
か
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
、
自
分

に
合
う
選
択
を
自
分
で
決
め
ま
し
ょ
う
！！

最
後
ま
で
諦
め
な
け
れ
ば
、
必
ず
夢
は
叶
い

ま
す
！！

I   n t e r v i e w

1

2

Interview

Interview

2
0
0
5
年
度

　
経
営
学
部
卒
業 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

太
陽
整
骨
院

　
院
長

廣
野 

拓
也

2
0
1
2
年
度

　
商
学
部
卒

新
津
ゼ
ミ
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
同
好
会

株
式
会
社
ガ
リ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

G
ulliver N

ew
 Zealand 

勤
務

郭  

寒
寒

［インタビュー］

アメフト部の後輩達の身体も診ている廣
野さん。アメフトの経験者ならではの適
切な治療は、選手達からの信頼も厚いよ
うです。

会社のSNSには、お客様から私
宛のメッセージが届くこともあ
ります。



　  182016/5  Vol.57

今
回
の

紹
介
エ
リ
ア
は

仲
村

　
高
校
で
指
定
校
推
薦
の
対
象
に

な
っ
て
い
た
の
で
検
討
し
て
い
る
な
か
、

他
大
学
と
比
較
し
て
、
高
千
穂
大
学
に

決
め
ま
し
た
。
大
学
で
所
属
し
て
い
る

新
津
ゼ
ミ
は
、
実
践
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

千
葉

　
僕
も
中
村
さ
ん
と
同
じ
で
指
定

校
で
す
！
高
校
の
担
任
の
先
生
が
高
千

穂
大
学
の
卒
業
生
で
、
教
職
員
の
皆
さ

ん
が
親
身
に
接
し
て
く
れ
る
こ
と
や
就

職
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
て
く
れ
ま
し

た
。
実
際
に
入
学
し
て
か
ら
も
そ
の
通

り
で
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

入
学
し
て
間
も
な
い
で
す
が
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
愛
好
会
に
入
っ
た
の
で
精
一
杯
頑

張
り
た
い
で
す
。

木
口

　
私
は
心
理
学
・
社
会
学
な
ど
人

間
科
学
部
の
分
野
を
学
び
た
い
と
思
っ

て
い
く
つ
か
の
大
学
を
比
較
し
て
い
ま

し
た
。
私
も
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
大
学
と
聞
い
て
高
千
穂
大
学
を
選

び
ま
し
た
。
吉
原
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い

て
今
は
「
家
庭
環
境
が
子
ど
も
の
性
格

に
ど
う
影
響
す
る
か
」を
研
究
し
て
い

ま
す
。

木
口

　
何
と
言
っ
て
も
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で
す
！
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

フ
ァ
イ
ヤ
ー
シ
ョ
ー
、
温
泉
施
設
も
他

に
は
な
い
施
設
だ
と
思
い
ま
す
。
高
校

の
同
級
生
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ダ
ン
サ
ー

に
な
っ
た
の
で
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、と
て
も
す
ご
か
っ
た
で
す
。

仲
村

　
日
本
五
大
桜
に
数
え
ら
れ
る

三
春
滝
桜
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。
樹
齢

1
0
0
0
年
を
越
え
る
し
だ
れ
桜
で

そ
の
迫
力
と
き
れ
い
な
姿
は
圧
巻
で
す
。

食
べ
物
は
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
で
す
ね
。

醤
油
ベ
ー
ス
の
ス
ー
プ
と
ち
ぢ
れ
麺
が

よ
く
合
い
ま
す
。

木
口

　
私
も
好
き
で
す
！
あ
っ
さ
り
し

て
い
て
美
味
し
い
で
す
よ
ね
！

千
葉

　
僕
は
飯
坂
温
泉
と
土
湯
温
泉
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
45
度
近

く
と
て
も
熱
い
の
で
す
が
、
福
島
の
寒

い
冬
に
は
体
を
芯
か
ら
温
め
て
く
れ
ま

す
。
果
物
も
美
味
し
く
、
特
に
大
き
な

桃
は
食
べ
応
え
十
分
で
す
。

経営学部　経営学科　1年
立石ゼミ、バドミントン愛好会
福島県立福島商業高等学校出身

千葉 瑠依

人間科学部　人間科学専攻　2年
福島県立いわき総合高等学校出身
吉原ゼミ
高千穂祭実行委員会

木口  絵美子

商学部　マーケティングコース　4 年
福島県立郡山商業高等学校出身
新津ゼミ
高千穂祭実行委員会

仲村 啓輔

高
千
穂
大
学
を
選
ん
だ
理
由
、

大
学
生
活
に
つ
い
て

福
島
県
の
オ
ス
ス
メ
を
紹
介

私は生徒の自主性に任せる総合学科のお
かげで自分に自信がつき、積極的で色々
なことに興味を持てるようになりました。
高校の先輩には駅伝で有名な柏原竜二選
手がいます。

木口さんの出身高校は

福島県立いわき総合高等学校

冬の福島は
温泉が
魅力です

スパリゾート
ハワイアンズに
ぜひ！

福島に
行ったなら

喜多方ラーメンを

【 】

今
年
の
ご
当
地
自
慢
は
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

今
号
は
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、

一
番
在
学
生
数
が
多
い
福
島
県
を
と
り
あ
げ
、

代
表
の
在
学
生
3
名
に
ご
当
地
自
慢
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

座
談
会

千葉さんの出身高校は

福島県立福島商業高等学校

文武両道を高校全体で推進していまし
た。高校が後押ししてくれるので勉強
も部活もとても真面目に取り組む生徒
が多かったです。野球と男子バスケは
県内屈指の強豪校です。

資格をたくさん取得できる体制があり
簿記、リテールマーケティング、珠算な
どにチャレンジできます。女子バスケ
がとても強く、いつも県大会上位に入っ
ています。

仲村さんの出身高校は

福島県立郡山商業高等学校
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4月 7月

4月 7月

総
合
科
目
A
が
毎
週
火
曜
日
2

限
（
10
時
40
分
〜
12
時
10
分
）に
開

催
。
テ
ー
マ
は
『
社
会
を
豊
か
に
す
る

I
C
T

－

情
報
通
信
技
術
の
現
在
と

未
来

－

』。
担
当
教
員
は
経
営
学
部
・
永

戸 

哲
也
助
教
。

5
月
24
日
「
I
C
T
と
変
化
す
る

企
業
組
織
」小
林 

康
一
氏
（
本
学
経
営

学
部
准
教
授
）、
5
月
31
日
「
計
算
機

を
使
っ
た
創
薬
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
生
体
分
子
の
解
析
」緒
方 

浩

二
氏
（
理
化
学
研
究
所
中
村
特
別
研
究

室
）、
6
月
7
日
「
大
阪
大
学
大
学
院

基
礎
工
学
研
究
科
に
お
け
る
社
会
を

豊
か
に
す
る
情
報
通
信
技
術
の
教
育

と
研
究
（
仮
）」藤
原  

稔
久
氏
（
大
阪

大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
）、
6

月
14
日
「
I
C
T
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
の

動
向
（
仮
）」祖
父
江 

基
史
氏
（
T
X

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

副
代
表
理
事
）、
6
月
21
日
「
意
外
と

身
近
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」降
籏 

徹
馬

氏
（
本
学
経
営
学
部
教
授
）、
6
月
28

日
「
I
C
T
の
変
容
と
新
聞
報
道
」和

田 

浩
明
氏
（
毎
日
新
聞
社
外
信
部
）、

7
月
5
日
「
計
算
機
を
利
用
し
た
数
理

計
画
法
の
社
会
へ
の
適
用
」森
田

　
大

輔
氏
（
本
学
経
営
学
部
助
教
）、
7
月

12
日
「
ブ
ー
ル
代
数
・
ビ
ッ
ト
・
コ
ー
ド

化
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
T
C
P
／
I
P
・

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」鈴
木 

一
成
氏

（
本
学
経
営
学
部
教
授
）。
受
講
希
望
は

教
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
社
団
法
人
新
日
本
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
（
第
10
回
寄
附
講

座
）の
経
営
学
特
別
講
義
を
開
催
。 

担

当
教
員
は
高
千
穂
学
園
理
事
長
／
経
営

学
部
・
藤
井  

耐
教
授
。

5
月
26
日
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
と

は
！？
〜
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
戦
略

〜
」小
糸 

正
樹
氏
（
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

機
構
専
務
執
行
役
員
）、
6
月
2
日
「
食

に
こ
だ
わ
り
、
豊
か
な
社
会
を
創
造
す

る
」原  

昭
彦
氏
（
株
式
会
社
成
城
石
井

代
表
取
締
役
社
長
）、
6
月
9
日
「
地
方

創
生
に
つ
い
て
」新
井  

毅
氏
（
内
閣
官

房
内
閣
審
議
官
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
事
務
局
次
長
）、
6
月
16
日
「
お

み
そ
な
ら
ハ
ナ
マ
ル
キ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
」平
田 

伸
行
氏
（
ハ
ナ
マ
ル

キ
株
式
会
社
執
行
役
員
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
部
長
）、
6
月
23
日
「
時
代
に
あ
っ

た
物
価
指
標
と
は
」長
瀬 

直
人
氏
（
新

日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
統
計
調
査

担
当
）、
6
月
30
日
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
見
た
T
P
P
協
定
（
仮
）」レ
イ

チ
ェ
ル
・
ク
ラ
ン
プ
氏
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
大
使
館

　
二
等
書
記
官
）、
7
月

7
日
「
天
気
予
報
と
物
流
」中
野 

俊
夫

氏
（
一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
事

業
本
部
防
災
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部

水
防
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
課
）。
受
講
希

望
は
教
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

4月26日榎並利博氏（富士通総研 
主席研究員）「電子自治体とマイ
ナンバー制度」の講演

4月28日石田隆英氏（株式会
社イシダ 代表取締役社長）
「イシダの経営理念と事業戦
略について」の講演

（H28.5.20 時点の進行状況）

３月に地上部が見え始め、実
習室他部が上棟したところです。
続いて複雑な骨組みのアリーナ
部屋根を６月末までに組上げ、７
月からはこの屋根葺きに着手し
ます。この様子をＣＳ館学生食
堂から見ることができます。

（写真右）

（写真左）

人間科学部　児童教育専攻　4年
松丸　修三ゼミ
神奈川県立相模原総合高等学校出身

髙橋 敦也
商学部　マーケティングコース　2年
嘉瀬ゼミ
軟式野球愛好会
神奈川県立横浜緑園総合高等学校出身

菊地原 菜美

平
成
28
年
度
春
学
期

『
総
合
科
目
A
』を
開
催

平
成
28
年
度
春
学
期

『
経
営
学
特
別
講
義
』を
開
催

●編集長 浅見 雅郁
●委　員 坂田 利康
 西原 正人

クォータリー高千穂設置場所：図書館
（1階）、3号館（1階）、4号館（1・2階）、情
報メディアセンター、CS（1・2・3・4階）

卒業後に先生や後輩の活動やクラブ・サークルの様子を
知りたい！方は、大学の公式アカウントまでアクセス！

大学の最新情報が分かります。

高千穂大学ソーシャルメディア公式アカウント

［クォータリー 高千穂］ 

●編集・印刷 orange corporation

新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
今
年
は
ど
ん
な
こ
と

に
挑
戦
し
ま
す
か
？ 

現
在
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
奮
闘
し

て
い
る
本
学
O
B
の
2
名
の
プ
ロ
野
球
選
手

を
ご
紹
介
し
ま
す
。一
人
目
は
、
戸
田
亮
投
手

（
2
0
1
3
年
オ
リ
ッ
ク
ス・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
入

団
。
1
・
2
軍
を
経
て
、
16
年
4
月
福
井
ミ
ラ

ク
ル
エ
レ
フ
ァ
ン
ツ
へ
派
遣
。
背
番
号
66
）。
二

人
目
は
、
三
ツ
間
卓
也
投
手
（
15
年
武
蔵
ヒ
ー

ト
ベ
ア
ー
ズ
入
団
。
同
年
最
多
セ
ー
ブ
王
に
輝

く
。
16
年
育
成
選
手
と
し
て
中
日
ド
ラ
ゴ
ン

ズ
入
団
。
背
番
号
2
0
6
）。
戸
田
投
手
は
独

立
リ
ー
グ
に
て
7
試
合
に
登
板
し
1
勝
1
敗
。

防
御
率
3.5
（
5
月
12
日
時
点
）。
三
ツ
間
投
手

は
フ
ァ
ー
ム
に
て
13
試
合
に
登
板
。
0
勝
0

敗
2
セ
ー
ブ
。
防
御
率
1.7（
5
月
12
日
時
点
）。

こ
れ
か
ら
の
一
戦
一
戦
の
結
果
が
、
ふ
た
り
の

今
後
の
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
次
の
輝
け
る
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
て
、頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

大
業
を
成
し
遂
げ
る
の
は
、
日
々
の
小
さ

な
積
み
重
ね
の
結
果
で
す
。
ゼ
ミ
活
動
、
資

格
、
留
学
、
部
活
・
サ
ー
ク
ル
、
学
友
会
活
動

な
ど
も
同
様
で
す
。
特
に
団
体
活
動
で
は
自

分
が
頑
張
っ
て
い
る
間
、
他
の
み
ん
な
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
体
系
的
に
積
み

重
な
る
こ
と
で
、
目
標
や
夢
に
近
づ
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
大
学
生
活
の
な
か
で
、

ぜ
ひ
大
輪
の
華
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

編集
後記
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表紙の人

新体育館・7号館建設レポート



高 千 穂 大 学

父母の会

黎明

黎明

01

御
挨
拶

平
成
28
年
度
高
千
穂
大
学
父
母
の
会
は
、4
9
4
名
の
新
会
員
を

お
迎
え
し
て
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
父
母
の
会
会
長
・
理
事
長
・
学
長
・
同
窓
会
会
長
よ
り

父
母
の
会
会
員
の
皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
大
学
・
大
学
院
に
御
入
学
さ
れ
た

学
部
生
・
大
学
院
生
の
御
父
母
の
皆
様
、
御
子
息
・

御
息
女
の
御
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

明
治
36
年
（
1
9
0
3
年
）、
川
田
鐡
彌
先

生
に
よ
り
開
学
さ
れ
ま
し
た
本
学
園
は
、
我
が

国
私
学
の
伝
統
校
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
既

に
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
も
の
と
御
推
察
致

し
ま
す
。
お
子
様
方
が
、
こ
の
伝
統
校
に
て
充

実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ラ
イ
フ
を
お
過
ご
し
に

な
り
、
立
派
に
御
成
長
な
さ
れ
ま
す
よ
う
御
祈

念
致
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
御
在
籍
さ
れ
て
お

り
ま
す
学
生
の
御
父
母
の
皆
様
と
共
に
、
学
園

及
び
新
入
学
生
の
御
父
母
の
皆
様
と
連
携
し

つ
つ
、
学
生
達
の
成
長
へ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
と

し
て
機
能
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長  

藤
井

　
耐

御
挨
拶

新
入
生
の
ご
父
母
の
皆
様
、お
子
様
の
ご
入
学

を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

父
母
の
会
の
主
た
る
目
的
は
、父
母
の
皆
様
と

大
学
、す
な
わ
ち
、私
た
ち
教
職
員
と
が
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、学
生
の
大
学
生
活
を
支
援
し
、順

調
な
成
長
を
促
し
、一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
送

り
出
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
、
主
役
は
学
生
で
す
か

ら
、私
た
ち
は「
黒
子
」に
徹
し
、学
生
自
身
の「
気

付
き
」を
喚
起
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
同
じ
よ
う
な
心
配
事

を
抱
え
る
皆
様
同
士
が
交
流
し
、
情
報
交
換
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
皆
様
自
身
の
「
安
心
感
」が
得
ら

れ
る
と
い
う
効
用
も
重
要
で
す
。

皆
様
が
「
父
母
の
会
」と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
大
い
に
活
用
し
、
ご
家
族
に
と
っ
て
充
実
し
た

4
年
間
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

学
長  

笹
金 

光
徳

主
役
た
る
学
生
の
支
援

同
窓
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
、
母
校
高
千

穂
大
学
の
隆
盛
の
た
め
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
平
成
29
年
4
月
に
は
創
立
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。

会
員
は
、全
国
に
約
3
万
4
千
人
お
り
各
地
域

社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
携
わ
り
、
活
躍
を
し

て
い
ま
す
。全
国
に
30
支
部
が
組
織
さ
れ
、総
会・

懇
親
会
を
例
年
開
催
し
て
お
り
、
会
合
が
開
催
さ

れ
る
時
に
は
、
各
県
の
支
部
会
長
よ
り
父
母
の
会

の
支
部
長
宛
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
是

非
ご
参
加
下
さ
い
。

一
方
、
同
窓
会
で
は
父
母
の
会
と
同
様
に
、
毎

年「
体
育
祭
」「
高
千
穂
祭
」等
、在
学
生
へ
の
幅
の

広
い
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
・
父
母
の
会
が
学
園
と
共

に
連
携
を
深
め
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生
の
成
長
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

高
千
穂
学
園
同
窓
会 

会
長  

池
田

　
惇

在
学
生
に
も
視
点
を
向
け
た

同
窓
会
活
動

高
千
穂
大
学
父
母
の
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
礒
部
と
申
し
ま

す
。高

千
穂
大
学
父
母
の
会
は
学
生
支
援
シ
ス
テ

ム
の
一
つ
で
す
。
私
た
ち
保
護
者
と
教
職
員
、
保

護
者
同
士
と
話
が
で
き
る
機
会
に
溢
れ
、
学
校
と

の
信
頼
、
期
待
、
感
謝
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
他

に
は
な
い
組
織
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
は
二
年

間
父
母
の
会
に
携
わ
り
そ
の
意
義
と
重
要
性
を

益
々
感
じ
、
一
人
で
も
多
く
の
保
護
者
に
ご
紹
介

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
ご
理
解
を

得
、
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
父
母
の
会
で
学
校
と
の
繋
が
り

を
体
験
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
安
心
し
て
子
供

を
託
し
「
高
千
穂
大
学
で
良
か
っ
た
」と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

父
母
の
会 

会
長  

礒
部
　
実

父
母
の
会
は「
高
千
穂
大
学
で

良
か
っ
た
」と
感
じ
て
い
た
だ
け
ま
す

43号



黎明

02

平
成
27
年
４
月
４
日
（
土
）14
時
〜

父
母
の
会
会
長
、各
支
部
長
16
名

議
長

　
礒
部
実
父
母
の
会
会
長

上
程
さ
れ
た
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま
す
。

〈総会開催概要〉

１
．平
成
26
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

２
．平
成
26
年
度
監
査
報
告

３
．平
成
27
年
度
事
業
計
画
（
案
）の
承
認

４
．平
成
27
年
度
予
算
（
案
）の
承
認

５
．平
成
27
年
度
役
員
（
案
）の
承
認

６
．そ
の
他

議
題

４
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

５
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑶
宇
都
宮
会
場

●
開
催
日
時　

9
月
26
日
（
土
）　

10
時
30
分
〜
17
時
45
分

●
会　

場　
　

宇
都
宮
市　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

●
参
加
者　
　

保
護
者　
　

16
名
（
14
名
）在
籍
者
数
30
名

＊
（  

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

笹
金
学
長
、他
6
名

父
母
の
会　
　

本
間
副
会
長
（
新
潟
県
支
部
長
）

●
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．就
職
説
明
会
「
企
業
が
求
め
る
人
材
像
と
採
用
選
考
に
つ
い
て
」

５
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

６
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑷
東
京
会
場
（
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
山
梨

県
、福
島
県
、群
馬
県
、茨
城
県
、北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
、
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
開
催
）

●
開
催
日
時　

9
月
27
日
（
日
）　

10
時
30
分
〜
17
時
30
分

●
会　

場　
　

高
千
穂
大
学

●
参
加
者　
　

保
護
者　

＊
（  

）内
の
数
字
は
前
年
度

東
京
都　
　
　
　
　
　
　

137
名
（
91
名
）　

在
籍
者
数　

921
名

神
奈
川
県　
　
　
　
　
　

55
名
（
30
名
）　

在
籍
者
数　

291
名

千
葉
県　
　
　
　
　
　
　

7
名
（
12
名
）　

在
籍
者
数　

80
名

埼
玉
県　
　
　
　
　
　
　

19
名
（
20
名
）　

在
籍
者
数　

157
名

福
島
県　
　
　
　
　
　
　

3
名
（
11
名
）　

在
籍
者
数　

23
名

群
馬
県　
　
　
　
　
　
　

6
名
（
4
名
）　

在
籍
者
数　

23
名

茨
城
県　

 

　
　
　
　
　

6
名
（
13
名
）　

在
籍
者
数　

29
名

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク　

15
名
（
6
名
） 　

在
籍
者
数　

33
名

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク　
　
　
　

7
名
（
4
名
）　

在
籍
者
数　

26
名

〈
平
成
27
年
度
事
業
報
告
〉

 

１
．父
母
懇
談
会
の
開
催
報
告 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

父
母
の
参
加
者
は
3
0
8
名
（
昨
年
2
4
0
名
）で
参
加
率

は
16
％
。
開
催
ハ
ガ
キ
の
回
答
率
は
50
％
。
会
員
1
7
5
3

名
に
対
し
開
催
案
内
を
往
復
は
が
き
に
て
7
月
下
旬
に
発
送
。

9
月
5
日
（
土
）新
潟
会
場
を
皮
切
り
に
全
15
支
部
が
4
会
場

で
開
催
し
た
。

⑴ 

新
潟
会
場

●
開
催
日
時　

9
月
5
日
（
土
）　

11
時
30
分
〜
17
時
30
分

●
会　

場　
　

新
潟
市　

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

●
参
加
者　
　

保
護
者　
　

9
名
（
10
名
）在
籍
者
数
40
名　

＊
（  

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
7
名

父
母
の
会　
　

細
川
副
会
長
（
神
奈
川
県
支
部
長
）、

　
　
　
　
　
　

松
﨑
事
務
局
長

●
懇
談
会
の
内
容　

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

４
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

５
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

⑵ 

静
岡
会
場

●
開
催
日
時　

9
月
12
日
（
土
）　

11
時
35
分
〜
17
時
45
分

●
会　

場　
　

静
岡
市　

静
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
中
島
屋

●
参
加
者　
　

保
護
者　
　

13
名
（
13
名
）在
籍
者
数
39
名　

＊
（  

）内
の
数
字
は
前
年
度

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、他
6
名

父
母
の
会　
　

加
藤
副
会
長
（
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
）　　

●
懇
談
会
の
内
容

１
．支
部
会

２
．昼
食
会 

３
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

中
部
ブ
ロ
ッ
ク　
　
　
　

5
名
（
4
名
）　

在
籍
者
数　

11
名

近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク　

 

7
名
（
4
名
）　

在
籍
者
数　

20
名

九
州
ブ
ロ
ッ
ク　
　
　
　

3
名
（
1
名
）　

在
籍
者
数　

15
名

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、笹
金
学
長
、他
12
名

父
母
の
会　
　

礒
部
会
長
、松
﨑
父
母
の
会
事
務
局
長

●
懇
談
会
の
内
容　
　

１
．支
部
会

２
．昼
食
会

３
．就
職
活
動
体
験
報
告
会 

４
．大
学
の
近
況
と
履
修
や
就
職
に
つ
い
て
大
学
か
ら
説
明

５
．保
護
者
と
大
学
関
係
者
と
の
個
別
相
談

６
．懇
親
会
（
大
学
教
員
や
会
員
相
互
の
交
流
会
）

 

２
．家
庭
と
の
連
絡
強
化　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

⑴
会
報
『
黎
明
』の
発
行
（
年
２
回
発
行
）と
発
送

第
40
号　

2
0
0
0
部　

平
成
27
年
6
月
10
日
発
行
、発
送

第
41
号　

2
0
0
0
部　

平
成
28
年
3
月
10
日
発
行
、発
送

⑵
『
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
』の
発
送
（
年
4
回
）

平
成
27
年
6
月
、8
月
、11
月
、平
成
28
年
1
月　

発
送

 

３
．奨
学
金
に
関
す
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

高
千
穂
奨
学
生
、
学
業
成
績
上
位
者
（
小
池
厚
之
助
賞
35

名
）給
付
額
の
1
/
2
の
175
万
円
を
助
成
し
た
。

 

４
．教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力　
　
　
　
　
　

  
　

学
生
が
共
用
す
る
情
報
機
器
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
）の
整
備

費
用
の
一
部
と
し
て
200
万
円
、防
災
備
蓄
品
整
備
費
用
の
一
部

と
し
て
50
万
円
を
助
成
し
た
。

 

５
．学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力　
　
　

  

１
． 大
学
の
強
化
ク
ラ
ブ
で
あ
る
野
球
部
・
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
、
各
５
万
円
を
支
援
し
た
。
ま
た
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
連
合
本
部
と
学
友
会
に
各
５
万
円
を
支
援
し
た
。

２
． 10
月
に
開
催
さ
れ
た
大
学
祭
に
よ
り
多
く
の
学
生
に
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
模
擬
店
で
使
用
で
き
る
金
券

一
人
当
た
り
500
円
を
配
布
し
た
。
今
年
度
よ
り
一
人
1
日

1
回
。
土
日
1
回
ず
つ
合
計
2
回
配
布
し
た
。
利
用
者
は

758
名
（
前
年
度
460
名
）、37
万
9
千
円
で
あ
っ
た
。

 

６
．会
議
の
開
催　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

円
滑
な
活
動
を
行
う
た
め
に
、「
役
員
総
会
」・「
役
員
会
」・

「
常
任
委
員
会
」・「
支
部
役
員
会
」・「
合
同
研
修
会
」等
を
開
催
。

⑴
役
員
総
会

●
開
催
日
時　

平
成
27
年
4
月
4
日
（
土
）

●
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学

●
出
席
者　
　

礒
部
会
長
他
16
支
部
長

　

議
長
に
礒
部
会
長
を
選
出
し
、以
下
の
議
題
を
審
議
し
す
べ

て
承
認
さ
れ
た
。

　

父
母
の
会
の
会
報
「
黎
明
40
号
」に
取
り
上
げ
会
員
全
員
に

６
月
に
発
送
し
報
告
し
た
。

議
題
【
審
議
事
項
】

１
．平
成
26
年
度
事
業
報
告
と
決
算
の
承
認

２
．平
成
26
年
度
監
査
報
告

３
．平
成
27
年
度
事
業
計
画
の
承
認

４
．平
成
27
年
度
予
算
の
承
認

５
．平
成
27
年
度
役
員
の
承
認

⑵
役
員
会

 

第
１
回
役
員
会　
（
合
同
研
修
会
と
同
時
開
催
）                    

●
開
催
日
時　

平
成
27
年
10
月
17
日
（
土
）

●
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学

●
出
席
者　
　

新
・
旧
役
員　

41
名　

議
題
【
審
議
事
項
】

⑴
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
予
算
収
支
の
中
間
報
告

⑵
次
期
役
員
体
制
に
つ
い
て

⑶
そ
の
他

 

第
２
回
役
員
会
（
新
年
会
と
同
時
開
催
）                    　

●
開
催
日
時　

平
成
28
年
1
月
30
日
（
土
）

平
成
28
年
度

「
役
員
総
会
」
報
告

平成28年度 43号父母の会  黎明 



⑶
平
成
27
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

⑷
学
友
会
諸
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い
て

3
）報
告
事
項

⑴
5
月
30
日
体
育
祭　

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
配
布

⑵
郷
土
企
画
実
施
状
況

⑶
そ
の
他

 

第
２
回
常
任
委
員
会                                         　

●
開
催
日
時　

平
成
27
年
10
月
17
日
（
土
）　

● 

出
席
者　
　

礒
部
会
長
・
山
手
副
会
長
・
加
藤
副
会
長
・
細
川

　
　
　
　
　

副
会
長
・
本
間
副
会
長
・
松
﨑
事
務
局
長

●
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学　

４
号
館
2
階　

B
会
議
室

議
題
【
審
議
事
項
】

⑴
平
成
27
年
度
「
合
同
研
修
会
」に
つ
い
て

⑵
平
成
27
年
度
父
母
懇
談
会
振
り
返
り
、次
年
度
に
向
け
て

⑶
平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て

⑷
平
成
28
年
度
役
員
体
制
・
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い
て

⑸
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

⑹
そ
の
他

⑷
支
部
役
員
会

●
開
催
日
・
開
催
都
市
・
会
場　
　
　
　
　
　
　
　

  

参
加
人
数

⑴
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

8
月 

1
日
（
秋
田
市
） 

6
名
参
加

11
月
30
日
（
仙
台
市
） 

3
名
参
加

⑵
栃
木
県
支
部

4
月
25
日
（
宇
都
宮
市
） 
9
名
参
加

5
月
17
日
（
新
入
生
父
母
歓
迎
会　

美
術
館
見
学
） 
10
名
参
加

8
月
1
日
（
宇
都
宮
市
） 
5
名
参
加

12
月
6
日
（
宇
都
宮
市
） 

8
名
参
加

⑶
茨
城
県
支
部

9
月
19
日
（
つ
く
ば
市
） 

4
名
参
加

11
月
29
日
（
取
手
市
）　 

3
名
参
加

⑷
群
馬
県
支
部

4
月
25
日
（
前
橋
市
） 

3
名
参
加

5
月
31
日
（
新
入
生
父
母
歓
迎
会
・
伊
勢
市
） 

8
名
参
加

7
月
20
日
（
前
橋
市
） 

3
名
参
加

8
月
2
日 

（
太
田
市
） 

8
名
参
加

12
月
6
日
（
前
橋
市
） 

3
名
参
加

⑸
埼
玉
県
支
部

5
月
23
日
（
さ
い
た
ま
市
） 

8
名
参
加

●
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学

●
出
席
者　
　

役
員　

16
名　

大
学
関
係
者　

3
名

議
題
【
審
議
事
項
】

⑴
平
成
28
年
度
「
役
員
総
会
」議
題
に
つ
い
て

　

議
題
１
．平
成
27
年
度
事
業
報
告
と
決
算
（
案
）の
承
認

　

議
題
２
．平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）と
予
算
（
案
）の
承
認

　

議
題
３
．平
成
28
年
度
新
役
員
案
の
承
認

⑵
平
成
28
年
度 

父
母
の
会
行
事
予
定
（
案
）に
つ
い
て

　
・
平
成
28
年
度
年
間
行
事
予
定
表

　
・
平
成
28
年
度
支
部
活
動
計
画
一
覧
（
案
）

　
・「
春
の
父
母
懇
談
会
」に
つ
い
て
（
案
）

　
・「
秋
の
父
母
懇
談
会
」の
日
程
案
と
内
容
に
つ
い
て
（
案
）

　
・
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て

　
・
郷
土
企
画
実
施
予
定
（
案
）

　
・
合
同
研
修
会
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⑴
卒
業
記
念
品
に
つ
い
て

【
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
】

１
． 3
月
20
日
「
卒
業
式
」「
父
母
の
会
4
年
生
解
散
式
」「
新
入

生
父
母
交
流
会
リ
ハ
ー
サ
ル
」

⑴
「
卒
業
式
」・「
同
窓
会
入
会
歓
迎
会
」へ
の
出
席
に
つ
い
て

⑵
「
父
母
の
会
4
年
生
会
員
の
解
散
式
」の
実
施
と
役
割
分
担

⑶ 

旧
役
員
の
表
彰
に
つ
い
て

２
． 4
月
4
日
「
新
入
生
父
母
説
明
会
」（
体
育
館
）・「
役
員
総

会
」「
昼
食
会
」

内
容
、タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、役
割
分
担
、支
部
紹
介
資
料

３
．そ
の
他

・
黎
明
掲
載
用
、支
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

・
活
動
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

⑶
常
任
委
員
会

 

第
１
回
常
任
委
員
会　

                                          

●
開
催
日
時　

平
成
27
年
6
月
20
日
（
土
）

●
出
席
者　
　

礒
部
会
長
・
山
手
副
会
長
・
本
間
副
会
長
・
細
川

　
　
　
　
　
　

副
会
長
・
加
藤
副
会
長
・
松
﨑
事
務
局
長

●
場
所　
　
　

高
千
穂
大
学　

4
号
館
２
階　

会
議
室

議
題　

1
）役
員
総
会
の
議
事
録
の
確
認　

2
）【
審
議
事
項
】

⑴
小
池
厚
之
助
賞
表
彰
式
出
席
者
に
つ
い
て

⑵
平
成
27
年
度
「
父
母
懇
談
会
」開
催
に
向
け
て

8
月
23
日
（
さ
い
た
ま
市
） 

8
名
参
加

11
月
22
日
（
さ
い
た
ま
市
） 

12
名
参
加

⑹
東
京
都
支
部

5
月
16
日
（
杉
並
区
・
高
千
穂
大
学
） 

16
名
参
加

8
月
22
日
（
杉
並
区
・
高
千
穂
大
学
） 

15
名
参
加

10
月
18
日
（
杉
並
区
・
高
千
穂
大
学
） 

8
名
参
加

12
月
19
日
（
杉
並
区
・
高
千
穂
大
学
） 

21
名
参
加

⑺
千
葉
県
支
部

5
月
16
日
（
習
志
野
市
） 

11
名
参
加

12
月
5
日
（
習
志
野
市
） 

9
名
参
加

⑻
神
奈
川
県
支
部

5
月
9
日
（
横
浜
市
） 

18
名
参
加

7
月
11
日
（
横
浜
市
） 

13
名
参
加

11
月 

14
日
（
名
所
巡
り
・
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
工
場
） 

19
名
参
加

⑼
新
潟
県
支
部

6
月
7
日
（
新
潟
市
） 

8
名
参
加

7
月
25
日
（
納
涼
会
・
長
岡
市
） 

10
名
参
加

12
月
20
日
（
新
潟
市
）  

12
名
参
加

⑽
静
岡
県
支
部

8
月
8
日
（
静
岡
市
） 

4
名
参
加

12
月
5
日
（
静
岡
市
） 

3
名
参
加

⑾
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部

8
月
8
日
（
名
古
屋
市
） 

4
名
参
加

11
月
29
日
（
名
古
屋
市
） 

5
名
参
加

⑸
合
同
研
修
会

●
開
催
日
時　

平
成
27
年
10
月
17
日
開
催

●
出
席
者　
　

父
母
の
会

礒
部
会
長
、
山
手
東
京
都
支
部
長
、
尾
崎
東
京
都
新
支
部
長
、

長
尾
東
京
都
副
支
部
長
、
細
川
神
奈
川
県
支
部
長
、
河
合
神

奈
川
県
新
支
部
長
、齋
藤
神
奈
川
県
副
支
部
長
、

君
塚
茨
城
県
支
部
長
、
風
見
茨
城
県
新
支
部
長
、
善
如
寺

群
馬
県
支
部
長
、
堂
田
群
馬
県
副
支
部
長
、
原
群
馬
県
副

支
部
長
、
小
川
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
勝
俣
山
梨
県
支
部

長
、
飯
田
山
梨
県
新
支
部
長
、
遠
藤
静
岡
県
支
部
長
、
深
澤

静
岡
県
新
支
部
長
、
鈴
木
静
岡
県
副
支
部
長
、
宮
嶋
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
支
部
長
、
高
橋
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部
長
、
佐
土
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
副
支
部
長
、
本
間
新
潟
県
支
部
長
、
真
嶋
新
潟

県
新
支
部
長
、
大
西
新
潟
県
副
支
部
長
、
池
田
栃
木
支
部
長
、

富
田
栃
木
県
新
支
部
長
、
荒
井
栃
木
県
副
支
部
長
、
平
下
近

畿
・
四
国
・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、杉
本
近
畿
・
四
国
・
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部
長
、宮
本
近
畿
・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
副

支
部
長
、
針
金
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、
相
澤
北

海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部
長
、綱
澤
埼
玉
県
副
支
部
長
、

加
藤
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
、鈴
木
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
新
支
部

長
、
山
口
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
副
支
部
長
、
加
藤
福
島
県
支
部
長
、

齋
藤
福
島
県
新
支
部
長

大
学
関
係
者　

藤
井
理
事
長
、笹
金
学
長
、他
1
名

●
会
場　
　
　

高
千
穂
大
学

●
内
容　
　
　

１
．各
支
部
自
己
紹
介
、活
動
紹
介

2
．平
成
27
年
度
父
母
懇
談
会
報
告

3
． 父
母
の
会
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
説
明
・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、仕

事
量
、手
順
の
確
認

4
．支
部
長
引
継
ぎ

 

７
．そ
の
他
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

⑴
郷
土
企
画

　

学
生
の
健
康
管
理
の
一
助
に
、昼
食
時
に
食
堂
で
各
支
部
の

特
産
品
を
提
供
す
る
企
画
を
、平
成
17
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、

学
生
の
評
価
は
大
変
好
評
で
あ
る
。
今
年
度
も
、
16
支
部
す
べ

て
か
ら
郷
土
特
産
品
の
提
供
が
あ
り
、４
月
か
ら
１
月
ま
で
に

実
施
。
実
施
支
部
の
役
員
が
大
学
に
出
向
き
直
接
学
生
た
ち

に
手
渡
し
い
た
だ
き
学
生
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
第
１
弾
】神
奈
川
県
支
部
／
開
催
日
時
：
4
月
23
日
（
木
）／

提
供
品
：
鳩
サ
ブ
レ
600
枚
／
支
部
応
援
者
3
名　
　

【
第
2
弾
】近
畿
・
四
国
・
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
：

5
月
6
日
（
水
）／
提
供
品
：
カ
ー
プ
か
つ
1
4
4
0
枚
／
支

部
応
援
者
2
名　
　
　
　
　
　

【
第
3
弾
】茨
城
県
支
部
／
開
催
日
時
：
5
月
21
日
（
木
）／
提
供

品
：
納
豆
と
サ
ラ
ダ（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
15
本
）／
支
部
応
援
者
3
名

【
第
4
弾
】埼
玉
県
支
部
／
開
催
日
時
：
5
月
28
日
（
木
）／
提

供
品
：
な
ま
ず
せ
ん
べ
い
660
枚
／
支
部
応
援
者
4
名

【
第
5
弾
】千
葉
県
支
部
／
開
催
日
時
：
6
月
3
日
（
水
）／
提

供
品
：
び
わ
ゼ
リ
ー
480
個

【
第
6
弾
】九
州
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
：
6
月
19
日

（
金
）／
提
供
品
：
高
千
穂
牧
場
カ
フ
ェ
オ
レ
500
本
／
支
部
応

援
者
1
名

【
第
7
弾
】栃
木
県
支
部
／
開
催
日
時
：
6
月
25
日
（
木
）／
提

供
品
：
と
ち
お
と
め
オ
レ
600
本
／
支
部
応
援
者
3
名

【
第
8
弾
】北
海
道
･
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
：
7

月
8
日
（
水
）／
提
供
品
：
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
ジ
ュ
ー
ス
510
本
／

黎明

03



1
年
生
58
名
（
43
名
）、 

役
員
17
名
（
8
名
）

⑹
埼
玉
県
支
部　
　

参
加
者
13
名
（
12
名
）

1
年
生
6
名
（
5
名
）、 

役
員
7
名
（
7
名
）

⑺
栃
木
県
支
部　
　

参
加
者
3
名
（
6
名
）

1
年
生
2
名
（
4
名
）、 

役
員
1
名
（
2
名
）

⑻
新
潟
県
支
部　
　

参
加
者
5
名
（
2
名
）

1
年
生
4
名
（
1
名
）、 

役
員
1
名
（
1
名
）

⑼
福
島
県
支
部　
　

参
加
者
2
名
（
0
名
）

1
年
生
2
名
（
0
名
）、 

役
員
0
名
（
0
名
）

⑽
茨
城
県
支
部　
　

参
加
者
3
名
（
0
名
）

1
年
生
2
名
（
0
名
）、役
員
1
名
（
0
名
）

⑾
そ
の
他
支
部　
　

参
加
者
13
名
（
9
名
）

　

1
年
生
8
名
（
4
名
）、役
員
5
名
（
5
名
）　

＊
（　

）内
の
数
字
は
前
年
度

⑶
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

3
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
。

参
加
者
は
111
名
で
あ
っ
た
。　

●
開
催
日
時　

平
成
27
年
6
月
20
日
（
土
）　　

11
時
〜
15
時

●
会
場　
　
　

高
千
穂
大
学

●
大
学
側　
　

6
名

●
内
容　
　

   

１
． 講
演
会
「
現
在
の
就
職
環
境
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
〜
就
職
活

動
に
お
け
る
保
護
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
〜
」講
師　

㈱
マ
イ
ナ
ビ
就
職
情
報
事
業
本
部　

今
井
翔
太
氏

２
．就
職
委
員
会
よ
り　

高
千
穂
大
学
の
就
職
支
援
体
制
に
つ
い
て

３
．昼
食

４
．個
別
相
談
会

⑷
3
月
20
日
「
4
年
生
父
母
の
会
会
員
の
卒
会
式
」を
開
催

　

参
加
者
は
約
120
名
、理
事
長
・
学
長
が
出
席
。

　

今
年
度
卒
業
生
会
員
の
支
部
長
13
名
に
記
念
品
と
感
謝
状

を
贈
呈
し
た
。

⑸
3
月
20
日
卒
業
生
（
416
名
）に
記
念
品
「
ふ
く
さ
」を
配
布
し
た
。

⑹
役
員
の
大
学
・
学
園
の
公
的
行
事
へ
の
参
加
状
況

・ 

4
月 

4
日
（
土
）入
学
式
に
父
母
の
会 

会
長
出
席

・   

5
月
31
日
（
日
）体
育
祭
へ
父
母
の
会
神
奈
川
県
支
部
副
支

部
長
他
1
名
出
席

・ 

3
月
20
日
（
日
）卒
業
式
に
父
母
の
会 

会
長
出
席

支
部
支
援
者
3
名

【
第
９
弾
】山
梨
県
支
部
／
開
催
日
時
：
10
月
7
日
（
水
）／
提

供
品
：
甲
州
ぶ
ど
う
50
k
g
／
支
部
応
援
者
3
名

【
第
10
弾
】群
馬
県
支
部
／
開
催
日
時
：
10
月
29
日
（
木
）／
提

供
品
：
キ
ャ
ベ
ツ
サ
ラ
ダ
600
食
分
／
支
部
応
援
者
3
名　
　

【
第
11
弾
】福
島
県
支
部
／
開
催
日
時
：
11
月
4
日
（
水
）／
提

供
品
：
ま
ま
ど
お
る
700
個
／
支
部
応
援
者
2
名

【
第
12
弾
】北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
：
11
月
13
日（
金
）

／
提
供
品
：
3
種
の
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
／
支
部
応
援
者
2
名

【
第
13
弾
】新
潟
県
支
部
／
開
催
日
時
：
11
月
27
日
（
金
）／
提

供
品
：
新
潟
米
こ
し
ひ
か
り
と
漬
物
70
k
g

【
第
14
弾
】中
部
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
／
開
催
日
時
：
12
月
3
日

（
木
）／
提
供
品
：
あ
い
さ
ん
さ
ん
（
お
か
き
）500
袋
／
支
部
応

援
者
2
名

【
第
15
弾
】静
岡
県
支
部
／
開
催
日
時
：
12
月
9
日
（
水
）／
提

供
品
：
こ
っ
こ
600
個
／
支
部
応
援
者
2
名

【
第
16
弾
】東
京
都
支
部
／
1
月
16
日
（
金
）／
提 

供 

品
：
焼

き
プ
リ
ン
650
個
／
支
部
応
援
者
4
名

⑵
春
の
父
母
懇
談
会　
　

 

　

支
部
活
動
の
一
環
と
し
て
春
の
父
母
懇
談
会
を
新
入
生
の

保
護
者
を
対
象
と
し
て
実
施
。
参
加
者
は
150
名
（
昨
年
149
名
）

で
あ
っ
た
。

●
開
催
日
時　

平
成
27
年
6
月
20
日
（
土
）10
時
〜
15
時

●
会
場　
　
　

高
千
穂
大
学

●
大
学
側　
　

藤
井
理
事
長
、他
4
名

●
内
容　
　
　

１
．理
事
長
よ
り
大
学
の
近
況
報
告

２
．学
生
食
堂
体
験
（
昼
食
）

３
．教
務
委
員
会
よ
り
4
年
間
の
学
び

４
．個
別
相
談
会

⑴
神
奈
川
県
支
部　

参
加
者
19
名
（
42
名
）

1
年
生
14
名（
38
名
）、役
員
5
名（
4
名
）

⑵
千
葉
県
支
部　
　

参
加
者
7
名
（
13
名
）

1
年
生
6
名
（
8
名
）、 

役
員
1
名
（
5
名
）

⑶
静
岡
県
支
部　
　

参
加
者
5
名
（
11
名
）

1
年
生
3
名
（
9
名
）、 

役
員
2
名
（
2
名
）

⑷
群
馬
県
支
部　
　

参
加
者
5
名
（
3
名
）

1
年
生
2
名
（
1
名
）、 

役
員
3
名
（
2
名
）

⑸
東
京
都
支
部　
　

参
加
者
75
名
（
51
名
）

科目 27年度予算 27年度決算 増　減 摘　要

会費収入 17,500,000 17,270,000 230,000 会費10,000円　　在学生を1727人

雑収入 受取利息・懇親会費 10,000 80,269 △ 70,269 受取利息、懇親会費

前年度繰越金 19,798,983 20,232,721 △ 433,738

収入の部合計 37,308,983 37,582,990 △ 274,007

科目 27年度予算 27年度決算 増　減 摘　要

父母懇談会費 2,900,000 3,302,126 △ 402,126 出席者交通費、連絡通信費等

会報費 1,800,000 1,919,936 △ 119,936 会報「黎明」作成費891,000円、「ｸｵｰﾀﾘｰ高千穂」作成・発送費1,028,936円

教育助成費 5,500,000 4,927,672 572,328

奨学助成費 1,900,000 1,750,000 150,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 2,500,000 2,000,000 500,000 教育機器に対する助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対する助成

学術・文化・体育助成費 600,000 677,672 △ 77,672 学生のクラブ活動等に対する助成200,000円、体育祭補助91,712円、高千穂祭金券配布385,960円

役員会費 900,000 462,800 437,200 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 5,000,000 6,452,119 △ 1,452,119

合同研修会893,030円、支部活動助成費1,472,370円、郷土企
画1,334,879円、春の父母懇談会546,222円、就職ガイダンス・
就職ガイド作成869,568円、新入生保護者説明会346,990円、
卒会式596,770円、卒業記念品392,290円

管理費 2,700,000 2,577,216 122,784
派遣・アルバイト代　1,939,348円、事務用品352,109円、通
信費等126,915円、義援金87,200円、弔慰金40,000円、振込
手数料31,644円

事業積立金 0 0 0

支出の部合計 18,800,000 19,641,869 △ 841,869

次年度繰越金 18,508,983 17,941,121 567,862
三菱東京UFJ銀行普通預金 6,204,205円、三菱東京UFJ銀行定
期預金 10,000,000円
ゆうちょ銀行通常貯金 1,120,454円、現金 616,462円

合　　　計 37,308,983 37,582,990 △ 274,007

●収入の部

●支出の部

決
算
報
告

平成27年度  高千穂大学父母の会  決算報告　　　　　　　　　　　　　　　平成27年４月１日から平成28年３月31日まで

(単位：円）

(単位：円）
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科目 27年度決算 28年度予算 増　減 摘　要

会費収入 17,270,000 17,500,000 △ 230,000 会費10,000円、在学生を1750人と見込む

雑収入 受取利息・懇親会費 80,269 100,000 △ 19,731 受取利息等

前年度繰越金 20,232,721 17,941,121 2,291,600

収入の部合計 37,582,990 35,541,121 2,041,869

科目 27年度決算 28年度予算 増　減 摘　要

父母懇談会費 3,302,126 3,200,000 102,126 4会場費1,300,000円、通信費170,000円、交通費1,000,000円、懇親会補助費600,000円、その他130,000円

会報費 1,919,936 1,500,000 419,936 会報「黎明」作成費500,000円、通信費1,000,000円

教育助成費 4,927,672 3,800,000 1,127,672

奨学助成費 1,750,000 1,800,000 △ 50,000 学業成績上位者（小池厚之助賞）に対する助成

教育施設助成費 2,000,000 1,000,000 1,000,000 教育機器に対して助成

防災用品助成費 500,000 500,000 0 防災用品に対して助成

学術・文化・体育助成費 677,672 500,000 177,672 学生のクラブ活動等に対する助成

役員会費 462,800 700,000 △ 237,200 役員会出席交通費・会議費等

その他事業 6,452,119 6,000,000 452,119

合同研修会950,000円　支部活動助成費1,250,000円　、郷土
企画1,100,000円、春の父母懇談会600,000円、就職ガイダンス
900,000円、新入生保護者説明会400,000円、卒会式400,000円、
卒業記念品400,000円

管理費 2,577,216 2,600,000 △ 22,784 派遣・アルバイト代　2,000,000円、事務用品300,000円,通信費等200,000円、義援金100,000円、その他

事業積立金 0 0 0

支出の部 19,641,869 17,800,000 1,841,869

次年度繰越金 17,941,121 17,741,121 200,000

合　　　計 37,582,990 35,541,121 2,041,869

●収入の部

●支出の部

予
算
書

事
業
計
画

平成28年度  高千穂大学父母の会  事業計画

　

 

大
学
指
定
強
化
ク
ラ
ブ
（
硬
式
野
球
部
・
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）へ
の
支
援

・  

体
育
祭
へ
の
支
援
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
提

供
）

・  

大
学
祭
へ
の
支
援
（
模
擬
店
利
用
の
金
券
配
布
）

●
会
議
の
開
催

　

 　

父
母
の
会
の
円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
に
次
の

会
議
を
開
催
す
る
。

１
．役
員
総
会　

２
．役
員
会　

３
．本
部
役
員
・
支

部
役
員
合
同
研
修
会　

４
．支
部
会
、
支
部
役
員

会
●
そ
の
他
の
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１
． 郷
土
企
画　

学
生
に
、
各
支
部
の
名
産
品
を

学
生
食
堂
で
提
供
す
る

　

２
． 「
新
入
生
保
護
者
ガ
イ
ダ
ン
ス
」の
開
催

　
　

  

4
月
4
日
入
学
式
当
日
に
、新
入
生
出
席
保
護

者
を
対
象
に
実
施

　

３
． 「
新
入
生
保
護
者
対
象
春
の
懇
談
会
」の
開
催

　

新
入
生
保
護
者
を
対
象
に
6
月
に
実
施

　

４
． 「
4
年
生
会
員
の
卒
会
式
」の
開
催

　
　

  

3
月
20
日
卒
業
式
当
日
に
、卒
業
式
出
席
保
護

者
を
対
象
に
実
施

　

５
．卒
業
記
念
品
の
提
供

　

６
． 高
千
穂
学
園
同
窓
会
と
の
協
力
関
係
の
推
進

　
　

  　

父
母
の
会
支
部
は
父
母
懇
談
会
開
催
時
に

高
千
穂
学
園
同
窓
会
の
各
地
区
と
の
交
流
を

図
る 

　

７
． Ｃ
Ｏ
２

削
減
及
び
3.11
被
災
地
支
援
へ
の
参
加

　
　

  「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
付
メ
ー
ル
便
」の
活

用

　

８
． 父
母
の
会
活
動
全
体
の
活
性
化
を
図
る
（
合

同
研
修
会
等
の
実
施
）

⑴
継
続
事
業

●
父
母
懇
談
会
の
開
催　
　
　
　
　

　

 　

大
学
の
協
力
を
得
て
、9
月
の
、
土
、
日
、
祝
日

を
利
用
し
、
全
国
16
支
部
が
単
独
ま
た
は
合
同
で

開
催
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
の
父
母
懇
談
会
に
は

交
通
費
の
一
部
補
助
を
す
る
。

●
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
開
催

　

１
．  3
年
生
保
護
者
向
け
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
大
学
就
職
支
援
課
と
の
合
同
で
4
月
30
日

（
土
）開
催
す
る
。

　

２
．  保
護
者
向
け
就
職
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す

る
。

●
家
庭
と
の
連
絡
の
強
化　
　
　
　
　

　

１
． 例
年
会
報
『
黎
明
』を
年
2
回
発
行
し
て
い
た

が
、
大
学
広
報
誌
「
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
高
千
穂
」

に
『
黎
明
』を
合
冊
す
る
形
と
し
、
コ
ス
ト
面

で
の
見
直
し
を
図
る
。

　

２
． 上
記
の
送
付
を
行
う
際
に
大
学
行
事
の
案
内

を
同
封
す
る
。

●
奨
学
金
に
関
す
る
こ
と

　

 　

学
生
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
の
奨
学
金
の
充

実
に
対
す
る
協
力
（
小
池
厚
之
助
賞
へ
の
協
力
）

● 

教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
に
対
す
る
協
力　
　

充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
こ
と
に
対
し
助
成
を
行
う
（
情
報
機
器
、

防
災
用
品
）

● 
学
生
の
学
術
・
文
化
・
体
育
活
動
に
対
す
る
協
力　

　

学
友
会
傘
下
の
体
育
会
・
学
術
文
化
連
合
会
等

や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
、
高
千
穂
祭
実
行
委
員
会

（
主
催
す
る
行
事
等
）お
よ
び
体
育
祭
実
行
委
員
会

に
対
し
援
助
を
行
う
。

・ 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
・
応
援

父
母
の
会
の
目
的
は
、大
学
と
家
庭
と
の
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
、

相
互
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を
活
発
に
し
、

学
生
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
大
学
を
後
援
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
年
度
は
、次
の
事
業
を
行
う
。

黎明
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会長 礒部　実 （埼玉県 3・4年）

副会長 善如寺 いづみ（群馬県　4年）
富田  百代 （栃木県 3年）
深澤  信人 （静岡県 3年）
尾崎  浩之 （東京都 3年）
河合  秀治 （神奈川県 3年）
嘉瀬  英昭 （大学指名・副学長商学部教授）

幹事 相澤  淳子 （北海道･東北ブロック  3年）
真嶋 真理子 （新潟県　 4年）
風間  典昭　（茨城県　4年）

越川  哲哉 （千葉県　4年）
飯田  美和 （山梨県　4年）

杉本  明枝 （近畿･中国･四国ブロック  4年）
高橋  節生 （北陸ブロック　4年）
鈴木  琴代 （中部ブロック　4年）

監査 齋藤 ゆきい（福島県　 4年）
西山  徹二 （大学指名・商学部教授）

会計 小川  智美 （九州ブロック　4年）

事務局長・会計 松崎　健　（大学指名・総務部部長）

新
役
員
紹
介

メ
ッ
セ
ー
ジ

平成28年度  高千穂大学父母の会  新役員紹介

支部長からのメッセージ
新しい各地域・ブロックの支部長様からご挨拶を頂きました。
何かお困りのことがあれば、お気軽に相談してみてください。

当
支
部
は
広
域
に
わ
た
り
ま
す
が
、
昨
年

よ
り
父
母
懇
談
会
を
東
京
で
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
子
供
の
様
子
を
見
る
良
い
機
会
で
あ
る

た
め
か
参
加
者
増
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
年
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
頂
き
、
マ
ン
モ
ス

大
学
に
は
な
い
良
さ
を
体
感
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
、
栃
木
県
支
部
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
富
田
と
申
し
ま
す
。

大
学
で
何
を
学
ぶ
か
！ 

素
晴
ら
し
い
こ

の
高
千
穂
で
、
学
生
も
父
母
も
人
間
力
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

大
学
が
育
み
ま
す
、
父
母
の
会
が
見
守
り

ま
す
、
同
窓
会
が
支
援
し
ま
す
。 

安
心
し
て

く
だ
さ
い
、一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
の
茨
城
県
支
部
長
の
風
見
と
申
し

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

父
母
懇
談
会
や
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
に
参

加
し
、
親
同
士
が
知
り
合
い
に
な
り
、
学
生

生
活
や
就
職
の
情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

父
母
の
会
と
は
？
そ
れ
を
知
る
た
め
に
、

ぜ
ひ
会
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
大

学
の
先
生
方
と
直
接
お
話
が
で
き
、父
兄
の

方
々
と
は
不
安
や
悩
み
に
つ
い
て
語
り
合
え

る
な
ど
、大
学
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
有
意
義
な
組
織
で
す
。「
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
福
島
県
支
部
」を
モ
ッ
ト
ー
に
皆
様
の

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

北海道･
東北ブロック支部長

相澤 淳子

栃木県支部長

富田 百代

福島県支部長

齋藤 ゆきい

茨城県支部長　

風見 典昭

「
先
生
に
近
い
」を

実
感
し
て
み
ま
せ
ん
か

安
心
し
て
く
だ
さ
い
！

父
母
の
会
が
あ
り
ま
す
よ
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

父
母
の
会

父
母
懇
談
会
へ
の

お
誘
い

新
潟
県
支
部
は
親
元
を
離
れ
て
暮
ら
す
子

ど
も
た
ち
の
大
学
生
活
が
充
実
す
る
様
に
サ

ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
父
母
懇
談
会
」に
は
大
学
の
教
職
員
の

方
々
が
出
席
さ
れ
、
大
学
の
現
状
、
就
職
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
聞
け
て
、
ま
た
個
別
に

も
対
応
し
て
下
さ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
「
父
母
懇

談
会
」に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

昨
年
10
月
の
支
部
会
に
て
前
任
の
宮
島
支

部
長
よ
り
支
部
長
を
引
き
継
ぎ
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
学
生
生
活
は
楽
し
い
事
も
あ
れ

ば
苦
し
い
事
も
、
特
に
一
人
で
上
京
し
て
生

活
を
送
る
学
生
は
寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

学
生
と
先
生
と
の
距
離
が
近
い
大
学
で
す
の

で
、４
年
間
明
る
く
、元
気
で
、た
く
ま
し
く

学
生
生
活
を
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て

い
ま
す
。 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

新潟県支部長

真嶋 真理子
北陸ブロック支部長

髙橋 節生

高
千
穂
大
学
を

体
感
し
ま
し
ょ
う

[ Fresh life for all] 

い
き
い
き
と
し
た

学
生
生
活
を
し
よ
う

黎明
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メ
ッ
セ
ー
ジ
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群
馬
県
支
部
長
の
善
如
寺
で
す
。

　
大
学
生
と
な
り
一
人
前
に
成
っ
た
と
は
言

え
、
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
場
面
も
ま
だ

あ
り
ま
す
。

　
父
母
の
会
で
は
、
ご
家
庭
の
『
知
り
た
い
・

聞
き
た
い
』に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
年
間
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ

　

高
千
穂
大
学
父
母
の
会
へ

　「
習
得
単
位
は
こ
れ
で
大
丈
夫
？
」「
い
ま

ど
き
の
就
活
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？
」「
ゼ
ミ

発
表
を
見
に
行
き
た
い
け
ど
？
」な
ん
で
も

気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
要
望
に
学
校
は
応
え
て
く
れ
ま
す
。

　
父
母
の
会
を
是
非
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

埼玉県支部長

磯部  実

頼
り
に
な
り
ま
す
。

父
母
の
会

神
奈
川
県
支
部
長
の
河
合
で
す
。
や
ま
ゆ

り
会
と
称
し
て
、
支
部
会
（
懇
親
会
）や
神
奈

川
の
名
所
巡
り
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

父
母
相
互
の
親
睦
や
大
学
と
の
情
報
交
換
の

場
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

神
奈
川
会
っ
て

何
し
て
る
の
？

「
父
母
の
会
」に
導
か
れ
、「
息
子
の
学
び

舎
」が
私
に
と
っ
て
も
「
人
と
の
出
会
い
の

学
び
舎
」に
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
に
は
、
郷
土
企
画
と
し
て
山
梨
の
美
味

し
い
葡
萄
を
お
届
け
し
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
！
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て

く
だ
さ
い
ね
！

山梨県支部長

飯田 美和

出
会
い
の
学
び
舎

子
育
て
最
終
章
！

　
　

こ
の
た
び
、
東
京
都
支
部
長
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
尾
崎
で
す
。
不
慣
れ
な
こ

と
も
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
役
員
の

皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
成
長

を
応
援
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東京都支部長

尾崎 浩之

卒
業
す
る

そ
の
日
ま
で
・・・

47
歳
10
か
月
で
中
高
生
と
試
合
を
し
て
柔

道
初
段
を
取
得
し
た
静
岡
県
支
部
の
深
沢
で

す
。
私
、
昨
年
の
ゼ
ミ
発
表
に
個
人
的
に
聴

講
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
実

感
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

み
な
さ
ん
も
学
校
行
事
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

ゼ
ミ
発
表
は

意
外
と
お
も
し
ろ
い

子
供
を
東
京
に
送
り
出
し
て
早
3
年
が
経

ち
ま
し
た
。
入
学
時
は
不
安
で
し
た
が
、
父

母
懇
談
会
に
出
席
出
来
た
こ
と
で
不
安
を
解

消
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
ず
は
父
母
懇
談
会
に
出
席
く
だ
さ
い
！

「
先
生
と
近
い
」高
千
穂
大
学
に
お
越
し
い
た

だ
い
て
役
員
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
子
供
達
を

応
援
し
ま
し
ょ
う
！
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

中部ブロック支部長

鈴木 琴代

父
母
の
会
で
親
睦
を
深
め
、

子
供
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
！！

娘
が
入
学
し
た
頃
は
都
会
で
の
独
り
暮
ら

し
や
大
学
生
活
に
つ
い
て
、
不
安
に
思
う
事

ば
か
り
で
し
た
が
、
父
母
の
会
に
参
加
し
て

皆
さ
ん
と
情
報
交
換
し
て
い
る
と
、
そ
ん
な

不
安
も
少
し
ず
つ
解
消
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

子
供
達
が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
る
よ

う
に
、
親
の
私
達
も
父
母
の
会
に
参
加
し
て
、

四
年
間
楽
し
く
子
供
達
を
見
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

保
護
者
も

四
年
間
を
楽
し
く

「
父
母
懇
談
会
」で
は
、
様
々
な
悩
み
に
先

生
や
職
員
の
方
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に

の
っ
て
頂
け
ま
す
。「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」で

は
、
様
々
な
就
職
活
動
情
報
を
得
る
事
が
出

来
ま
す
。

父
母
の
会
の
活
動
は
と
て
も
楽
し
く
ア
ド

バ
イ
ス
も
頂
け
る
の
で
不
安
も
な
く
な
り
ま

す
。
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
み
な
さ
ん
、
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

九州ブロック支部長

小川 智美

父
母
の
会
活
動
で

安
心
を

三
方
向
の
対
話
を
重
ね
、
子
供
達
を
よ
り

高
い
世
界
に
押
し
上
げ
ま
せ
ん
か
？

私
達
は
、
期
待
と
不
安
を
抱
い
て
子
供
達

を
送
り
出
し
、
子
供
達
は
夢
と
希
望
と
悩
み

を
抱
え
て
通
っ
て
い
ま
す
。
教
授
達
は
、
社

会
で
成
功
す
る
為
の
ベ
ー
ス
を
教
え
な
が
ら

人
間
教
育
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
父
兄
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
希
望
し

て
い
ま
す
。

群馬県支部長

善如寺 いづみ

神奈川県支部長

河合 秀治

千葉県支部長

越川 哲哉

静岡県支部長

深澤 信人

近畿･中国･
四国ブロック支部長

杉本 明枝



日程 開催支部 開催都市 開催会場

9月 3 日（土） 新潟県 新潟市 東映ホテル

9月10日（土） 静岡県 静岡市 静岡グランドホテル
中島屋

9月17日（土）
10:30～17:45

栃木県 宇都宮市 ホテルニューイタヤ

9月25日（日）
 9:30～17:30

東京都

杉並区 高千穂大学

神奈川県
千葉県
埼玉県
山梨県
群馬県
茨城県
福島県

北海道・東北ブロック
北陸ブロック
中部ブロック

近畿・中国・四国ブロック
九州ブロック

高千穂大学  父母の会からのお知らせ

「春の父母懇談会」開催
父母の会主催

日時：平成28年6月18日（土）　場所：高千穂大学1号館

●当日スケジュール

平成28年度

父母懇談会開催のお知らせ

新入生
保護者
対象

10時00分～ 受付

10時15分～ 支部会… 各支部に分かれて茶話会・支部長挨拶

11時20分～ 大学の近況報告　

12時00分～ 学食体験・昼食　

13時00分～ 4年間の学びについて… 教務委員会より　　　

14時00分 個別相談会　希望者のみ　　

15時00分 終了予定

黎明
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※予定は変更となる場合があります。

※予定が変更となる場合があります。7月下旬に案内ハガキをお送りします。

高千穂大学 父母の会・事務局　
〒168-8508 東京都杉並区大宮2丁目19番1号

TEL  03-3313-0432       FAX 03-3313-0432　E-mail  fubokai@takachiho.ac.jp

父母の会に関するお問合せは、こちらまでお願いします。

平成28年度 43号父母の会  黎明 



9号館

4号館

1号館
守衛所

5号館

2号館

8号館

弓道場

7号館

3号館

学風の碑

幼稚園舎

勧学の碑

セントラルスクエア

武道場
（杉並区指定有形文化財）

正門

井の頭線
（5分）

京王線
（8分）

井の頭線（10分）

のりかえ

井の頭線（13分）

徒歩
（7分）

高
千
穂
大
学

西永福 明大前

吉祥寺

新宿

渋谷

●中央線

●山手線　●埼京線
●中央線　●総武線
●地下鉄丸ノ内線

●山手線
●東急田園都市線
●東横線
●地下鉄銀座線
●地下鉄半蔵門線

■山手線・新宿駅または渋谷駅から西永福駅（井の頭線）まで13分   （新宿駅からの場合は、明大前のりかえ）
■中央線・吉祥寺駅から西永福駅（井の頭線）まで10分
■西永福駅から本学まで徒歩7分

MAPACCESS

発行責任者：浅見雅郁　発行：高千穂大学
〒168-8508 東京都杉並区大宮2-19-1　

TEL 03-3313-0276  MAIL koho@takachiho.ac.jp 
発行日：平成28年5月20日　無断転載・複製不可

高千穂大学広報誌

T A K A C H I H O  U N I V E R S I T Y

本学は、平成5年（1993）に大学基準協会の正会員となり、平成
15年（2003）に相互評価を受け適合、さらに平成22年（2010）
に全大学に対し義務付けられている認証評価を受審いたしました。
その結果、本学は、理念・目的の実現に向けた改善・改革の努力を
実践し、大学としてふさわしい教育・研究の要件を備えている大学
として、同協会の大学基準に適合していることを認定されました。

新体育館・7号館
建設中


